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年会・総会報告

●２０１１年度日本地球化学会第５８回年会実施報告

日本地球化学会年会実行委員会委員長

南川雅男（北海道大学大学院地球環境科

学研究院）

２０１１年度日本地球化学会第５８回年会は９月１４日から

１６日の３日間，北海道大学札幌キャンパスで開催され

た。関連した講演会やショートコースを含めた日程は

次のとおりである。

１３日：第６回日本地球化学会ショートコース

場所：北海道大学百年記念会館大会議室

１４日～１６日：日本地球化学会第５８回年会

主催：日本地球化学会

共催：日本化学会，日本鉱物化学会，日本質量分

析学会，日本地質学会，日本分析化学会，

日本海洋学会，環境科学会，北海道大学低

温科学研究所

後援：北海道大学大学院地球環境科学研究院

１７日：２０１１年度日本地球化学会市民講演会

「環境と宇宙の地球化学」

場所：北海道大学大学院地球環境科学研究院２階

D２０１室

主催：日本地球化学会

共催：公益財団法人札幌国際プラザ

年会の参加者数は４５５名であった。名誉会員１名，

新名誉会員３名，会員３０４名（共催学会の会員も含む。

この内学生が８２名），会員外１４７名（内学生が１１１名）

であった。発表件数は２２のセッションに対して３８０件

（口頭発表２４９件，ポスター発表１３１件）と５件の受賞

講演であった。また，１０の企業が展示を行い，５企業

が協賛し，２２企業が講演要旨集に広告の掲載を行っ

た。

年会の運営は，セッションの公募（４月３０日締切）

・講演要旨提出による講演申込（７月１９日締切）・プ

ログラムの公開（８月１２日）・オンラインでの事前参

加登録（８月２６日締切）・講演要旨の年会前の J-

STAGE公開（９月１日：講演要旨集の事前送付な

し），など基本的には２００９年度以来の年会の方式を踏

襲した。年会ウェブページの作成・管理・（学会提案

セッションと受賞講演以外の）講演申込および講演要

旨原稿の受付・クレジットカードによる事前参加登録

料および懇親会費の徴収・講演要旨集作成について

は，これまで同様，国際文献印刷社に委託した。学会

提案セッションと受賞講演の講演要旨については，年

会実行委員会（LOC）あてにメール添付で送付して

いただいた。クレジットカードが使えない人の事前参

加登録については，登録情報を LOCにメールにてお

知らせいただいた上で，登録料を銀行振込していただ

いた。

年会受付は学術交流会館の１階ホールに設け，年会

前日の１３日から受付を行った。研究発表は１階４会

場，２階１会場の計５会場（A～E会場）で口頭発表

が，１階ホールでポスター発表が行われた。ポスター

発表は全期間中で全てのポスターを掲示するには会場

が狭く，各日でポスターの貼り替えが必要であった。

企業展示は１階ホールで開催された。評議員会は，１３

日は学術交流会館の第１会議室で，１６日は地球環境科

学研究院の D２０１室で行われ，その他の委員会は学術

交流会館の第５，第６会議室で行われた。

年会初日の１８時半からは将来計画委員会による恒例

の夜間集会が北海道大学大学院地球環境科学研究院

D２０１室にて開催され，２１時ごろまで議論が行われ

た。例年のように飲み物とつまみが用意された。

２日目の午後は総会に続き，奨励賞の吉川知里会員

（東京工業大学），西澤学会員（海洋研究開発機構），

黒田潤一郎会員（海洋研究開発機構），功労賞の中村

俊夫会員（名古屋大学），学会賞の横内陽子会員（国

立環境研究所）による受賞講演が行われた。

受賞講演の後，１８時すぎから，懇親会を近隣のアス

ペンホテルで行い，収容上限である２００名を超える参

加者で会場は一杯になった。会はまず大会実行委員長

である南川からの各種報告と，海老原会長の挨拶で始

まり，３名の新名誉会員（脇田宏会員，石渡良志会

員，高岡宣雄会員）からの挨拶と，脇田宏新名誉会員

の音頭による乾杯で，大いに盛り上がった。会の終盤

には次年度開催地である九州大学を代表して赤木右会

員から挨拶があり，会場全体から大きな拍手が贈られ

た。最後は，石渡良志新名誉会員の音頭による乾杯で

締めくくられた。

若手発表賞については，講演申込みに当たり，学生

会員にポスター発表賞と口頭発表賞へのエントリーを

してもらった。エントリー総数は６５件で，ポスター発
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表賞２件（深海雄介（東工大），横山由佳（広島大））

と口頭発表賞６件（尾崎和海（東大），菅原春菜（名

大），服部祥平（東工大），野坂裕一（北大），山崎香

奈（東大），遠山知亜紀（学習院大））が選ばれた。両

賞の表彰は３日目の閉会式で行われ，賞状と副賞（学

会マグカップ）が贈呈された。

子供の一時預かりは，北大事業所内保育所「とも

に」に委託し，行った。今回は１件の利用があった。

１７日午後には地球環境科学研究院の D２０１室にて市

民講演会「環境と宇宙の地球化学」が開催され，札幌

市周辺の一般市民等約１２０名の参加があった。講演会

は杉本敦子会員の司会で進行され，南川雅男年会実行

委員長の開会挨拶，大場忠道北大名誉教授による「地

球温暖化の歴史と未来」，圦本尚義会員（北大）によ

る「惑星探査機「はやぶさ」によりわかりつつある新

しい太陽系像」の講演が行われた。市民講演会は札幌

国際プラザの共催により札幌市公共施設，近隣の中・

高等学校等に広く広報された。

今回の年会実行委員会（LOC）は北海道大学の会

員（伊藤正一，入野智久，亀山宗彦，河村公隆，坂本

直哉，沢田健，杉本敦子，鈴木光次，鈴木徳行，関

宰，角皆潤，中川書子，西岡純，南川雅男，宮崎雄三，

山下洋平，山本正伸，圦本尚義，吉川久幸，渡辺剛，

渡辺豊）に学会から鍵裕之（東大）会員が加わって組

織された。これらの LOCメンバーにより，プログラ

ム，会場，受付，懇親会，企業受付，会計，アルバイ

ト，市民講演会等の係を分担して運営された。

年会共催をご快諾いただいた７学会にお礼申し上げ

る。日本海洋学会と環境科学会は，今年度から共催い

ただいた。企業展示及び広告の掲載にご協力いただい

た企業にもお礼申し上げる。また市民講演会では札幌

国際プラザに共催いただき，広報で多大なお世話をい

ただいた。セッションを提案いただき，各セッション

のプログラムをアレンジいただいたコンビーナーの

方々のご尽力も大きな力となった。最後に多数の方が

参加され，年会を盛り上げていただいたことに感謝い

たします。

●第６回日本地球化学会ショートコース実施報告

ショートコース世話人 平田岳史

（京都大学・大学院理学研究科）

� ショートコース概要

２０１１年日本地球化学会年会（於北海道大学札幌キャ

ンパス）にあわせ，第６回ショートコースを開催し

た。講演内容は，大気化学の基礎と環境科学への応

用，地球化学的手法を用いたマグマ成因論とその地球

内部進化研究への応用，放射化学の基礎とその地球化

学的応用，海水中の微量元素分析とその海洋化学への

応用，さらに基礎教養として，プレゼンテーションの

ポイントであり，本ショートコースの目的の一つであ

る基礎知識の涵養と研究視野の拡大に合致したものと

なった。第１回ショートコース以外は全日開催の形式

をとり，講師数５人に対して講演時間７０分を確保して

いる。今回は学部学生（参加人数の４分の１が学部３

年および４年生）の参加が増加するとともに，日本地

球化学会の学生会員が６割強となった。また講演者に

対して活発に質疑する学生も多く，学生の意識の高さ

を感じた。

以下にプログラムを示す。

第６回ショートコースプログラム

日時：２０１１年９月１３日（火曜日）

会場：北海道大学札幌キャンパス

北海道大学百年記念館大会議室

講演プログラム

はじめに ９：３０～９：３５

「Expand your capability」

平田岳史（京都大学）

講演１ ９：３５～１０：５５

「大気化学と地球環境・地球科学」

谷本浩志（国立環境研究所地球環境研究センター）

講演２ １０：５５～１２：１５

「地球化学的手法を用いた新しいマグマ成因論の構

築を目指して」

折橋裕二（東京大学地震研究所）

昼食

講演３ １３：１５～１４：３５

「放射性同位体を利用した地球科学」

坂口 綾（広島大学理学研究科）

講演４ １４：３５～１５：５５

「生命と海の微量元素」

宗林由樹（京都大学科学研究所）

休憩

講演５ １６：１０～１７：３０

「科学技術コミュニケーションの視点でプレゼン

テーションスキルを磨こう～「伝える」プレゼンか
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ら「伝わる」プレゼンへ～」

石村源生（北海道大学・高等教育推進機構）

Closing １７：３０～１７：４０

� 参加者について

参加者は２７名（講師５名を除く。内訳は，日本地球

化学会学生会員１７名，一般会員９名，非会員１名）で

あった。第５回ショートコース（於立正大学）と比較

して，参加者数は１０名程度減少した。学生の参加者数

は若干の減少であったが，それ以上に日本地球化学会

一般会員および非会員の参加者数の減少がめだった。

昨年度は，年会実行委員（委員長：福岡孝昭教授）の

ご好意により宿泊施設（ユニデンス）を斡旋していた

だいた。今年は，開催場所が中心街にあり，また周辺

に手頃な価格の宿泊施設が揃っていたため宿泊施設の

斡旋・手配は行わなかった。ショートコース終了後，

学生のよびかけで懇親会・ウェルカムパーティー（ジ

ンギスカン料理）が開催された。ショートコースは志

をもつ学生が集まる貴重な機会であるため，学生が主

体的に親睦の場を設けることは，相互の研究交流・研

究視野の拡大に貢献するものと期待できる。

� 会計報告

本ショートコースは，学部・大学院生を対象として

いるため，参加者の半数以上は日本地球化学会会員の

学生会員であった。参加費は昨年と同様，学生会員

１，０００円，一般会員・非会員は３，０００円とした。

主な支出は講師料（４０，０００円）と弁当代（２４，０００

円）であった。講師料は，一律１０，０００円（旅費支援な

し）としていたが，慣例に従い評議員の谷本浩志氏

（国立環境研究所）には講師料は支払わなかった。収

支決算表を以下に示す。

収支決算として今年は１８，８４０円の赤字となった。赤

字額の縮減は，講演料を抑えたことと講師の方々への

旅費支援の休止による。ご理解，ご協力いただいた講

師の方々，特に講師料を支払わなかった谷本氏に感謝

したい。

� アンケート集計結果について

本年度もアンケートを実施した。参加者２７名中，２４

名から回答があった。アンケートは，次回のショート

コースの内容を決定する基礎参考資料としている。質

問の内容とそれに対する回答を以下にまとめる。

� 開催時期について（複数回答あり）

このままでよい（２３名），年会後がよい（１名），連

合大会に合わせて行う（１名）。

まとめ：大部分が今回と同じ年会前日がよいと回答

しているので，来年度についても年会前日で問題ない

と思われる。

� ショートコースの開催時期を，地球化学会年会か

ら日本地球惑星連合大会（２０１２年５月２０～２５日）に

変更することの是非

�i 連合大会会期に合わせることに前向きな意見

・惑星連合の時期に合わせると参加しやすくなる

（３名）

・連合大会で開催すれば日本地球化学会以外の学生

にとって参加しやすくなる。ただし内容的には地

球化学会会員向けの現在のままで良いと思う（１

名）

・惑星連合の時期にあってもよい（１名）

・連合大会の会期に合わせるのであれば，講演内容

を地球科学一般と地球化学を関連づけて研究活動

の拡大に役立つように配慮してほしい（１名）

・連合大会の会期に合わせると様々な分野の方が集

まるので良いと思う（１名）

・連合大会と年会の両方で開催してほしい（１名）

�ii 現状通り年会会期に合わせた方がよい，あるい

２０１１年日本地球化学会ショートコース会計報告

収入の部 参加登録 人数 単価 小計

学生会員 １７ １，０００円 １７，０００円

一般会員 ９ ３，０００円 ２７，０００円

非会員 １ ３，０００円 ３，０００円

参加者総数 ２７

合計 ４７，０００円

支出の部 支出項目 個数 単価 小計

講師謝金 ４ １０，０００円 ４０，０００円

（折橋，坂口，宗林，石村）

弁当（お茶含） ３０ ８００円 ２４，０００円

事前申し込み分

講師お茶 ２ １２０円 ２４０円

弁当代払い戻し ２ ８００円 １，６００円

直前申し込みのため弁当申

し込みができなかった分

合計 ６５，８４０円

収支 ▲１８，８４０円
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は連合大会会期に合わせることに慎重な意見

・年会の会期に合わせる現状のままでよい（４名）

・連合大会は会期が長いので，現状通り年会前の方

が良い（３名）

・連合大会の会期に合わせた場合，参加人数が増え

てしまう。今くらいの人数がちょうどいい（２名）

・連合大会の会期に合わせた場合，修士１年の学生

にとっては入学後すぐに開催されることになるた

め参加するかどうかの判断が難しいかもしれない

（１名）

・より広い分野の学生が参加することになるので，

講演内容や対象がより漠然としてしまう可能性が

ある（１名）

・連合大会では参加したいと思う人全員のスケ

ジュールに合わせるのは難しいと思うので，年会

会期に合わせた方（年会前日）が参加しやすい

（１名）

・連合大会前後は様々なワークショップが開催され

るので秋の年会に合わせて開催した方がよい（１

名）

・学生が年会と連合大会のどちらに参加しやすいか

を調べた上で決定すべき（１名）

� 一人あたりの講演時間やプログラム編成について

・このままでよい（１６名）

・講演時間をもう少し短く（４名）

・講演時間をもう少し長く（２名）

・休憩時間を増やしてほしい（３名）

まとめ：講演時間は昨年の８０分よりも１０分短くし７０

分とした。概ねこのままでよいという意見であった。

また「基礎の情報が豊富でよいが，最先端の研究紹介

の時間が短く残念だった」，「質疑応答の時間が短い」

という意見もあった。今年も活発な質疑応答があった

ので，来年は質疑応答時間を長くし，講演間に短い休

憩時間を設けてもよいだろう。また「講演時間とは別

に討論の時間を設けてはどうか」という意見もあっ

た。来年は時間の許す限り総合討論の時間を設け，議

論の集約を図るのもよいかもしれない。

� 関心のあるテーマについて（複数回答可）

記載されたテーマを列挙する。

・隕石・宇宙化学（４）

・微生物の基礎的なこと（４）

・宇宙地球有機化学（３）

・分析化学・分析装置の原理（３）

・炭素・窒素安定同位体分析（２）

・同位体・微量元素（２）

・海洋・海洋化学（２）

・太陽系初期年代学（２）

・以下各１名：微生物の食物連鎖と生態学構造の解明

（海洋生物学），大陸地殻成因論，堆積物分析，大

気エアロゾルの分析，同位体分別理論，英語論文の

書き方，同位体地球化学，同一分野で大御所と若手

の発表を聞きたい，海洋などの物質循環モデリン

グ，惑星や氷惑星における化学，２０５０年の地球化

学，結晶学，高圧物質，化学風化，大気海洋の相互

作用，学際的研究，資源系（鉱床，石炭，石油，非

在来型），熱水～地下生命圏，アストロバイオロ

ジー。

まとめ：来年度のショートコースについては，ここ

で要望が多かった分野と，今回のショートコースで取

り上げなかったテーマから講師選定をしたいと思う。

� 聞いてみたい講師（敬称略）カッコ付は希望者複

数名の場合の希望者数

力石嘉人（２），大河内直彦，小川奈々子，鈴木康

平，橘省吾，薮田ひかる，高井研，高橋嘉夫，平田岳

史，飯塚毅，岩森光，斉藤恭一，田上栄一郎，小川浩

史，関根康人，江端新吾。

まとめ：先の設問で得た「希望分野」結果と合わせ

て講師選定に活用したいと思う。

	 今回の参加費について（日本地球化学会の会員と

非会員で参加費に違いを設けたこと等）

・安い，納得できる金額である（８）

・学生会員とそれ以外で参加費に違いを設けたのは良

いと思う（３）

・学生であれば非会員でも１，０００円にした方がよい

（２）

・少し高かった（３，０００円）（１）

・非会員の学生としては高いと感じた（３，０００円）

（１）

・学生会員は無償がよい（弁当は不要）（１）

・３，０００円でも価値のある内容であった（１）

まとめ：学生会員１，０００円（弁当付）が好評なので

今後も継続したいと思う。日本地球化学会の学生会員

の参加が定着してきたので，非会員学生に対しても割

引を検討してもよいかもしれない。いずれにしても日

本地球化学会からの継続的な支援が不可欠である。ご

協力をお願いしたい。


 その他，ショートコースに対する要望等について
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・配付資料として講義スライドが欲しい（１）

まとめ：今年は，二件の講演に関しては講演内容に

関する補助資料を配布した。しかし，昨年と同様，今

年も講演の参考資料配付希望者が多かった。学会前の

忙しい時期に講師の方々にさらなる時間的負担をかけ

ることは避けたいが，来年は講師に依頼することを検

討する。昨年のアンケート回答に，コースが長時間に

およぶため，参加学生に対して積極的に質問をなげか

ける「参加型講義」がよいとの意見があった。例え

ば，講義にさきがけ講義に関する「課題」を与えてお

き，参加学生に対して予習を促せば参加型講義を効果

的に実現できるかもしれない。また，地球化学研究の

面白さを，分野外の研究者・学生に周知する目的で，

ショートコースを日本地球惑星連合大会会期に合わせ

て開催する，あるいは講演内容をどのように充実させ

るか等を再検討するよい時期であろう。

� 日本地球化学会以外で入会されている学会名

生態学会（１），水質学会（１），資源地質学会（１），

日本地球惑星科学連合（３），海洋学会（２），惑星科

学会（１），日本有機地球化学会（１），アメリカ地質

学会（１）。

まとめ：今年の参加者は２７名で，日本地球化学会会

員（２６名：学生会員１７名，一般会員９名）が殆どで

あった。ショートコースの目的を考えるとセミナーの

規模としては参加者数３０～４０名が適正サイズである

が，将来的には連合大会や広報を通じた積極的な宣伝

により，日本地球化学会会員以外の参加も呼びかけて

いきたい。

本ショートコース開催にあたり，日本地球化学会第

５８回年会実行委員会・組織委員会の全面的なご支援を

いただいた。さらに京都大学および東京工業大学の学

生諸氏には，ショートコースの準備と当日の運営に協

力いただいた。ここで感謝の意を表したいと思いま

す。

●２０１１年度日本地球化学会夜間セッション実施報告

将来計画委員会委員長 吉田尚弘

（東京工業大学大学院総合理工学研究科）

２０１１年９月１４日，本年度日本地球化学会年会初日午

後６時半から２時間ほど，北海道大学大学院地球環境

科学研究院大講義室において，約７０名が参加し夜間

セッションが開催された。このセッションは日本地球

化学会将来計画委員会の責任のもとで例年，開催され

るもので，今年は次に述べる４つの課題について議論

した。議題としては，東日本大震災による環境汚染と

復興に関する学会の対応，および，ゴールドシュミッ

ト国際会議を含む国際連携，年会と連合大会の活性化

および国内連携，GJの今後について取り上げた。以

下にそれぞれの議題についての話題提供と参加者によ

る議論を要約した。

１．東日本大震災による環境汚染と復興に関する学会

の対応（話題提供：海老原会長，吉田副会長，恩田

裕一・筑波大教授，丸井敦尚・産総研研究グループ

長）

３月１１日の東日本大震災後，３月１４日の緊急声明に

始まり，７月９日の日本分析化学会・日本地球化学

会・日本放射化学会共同講演会「放射能・放射線を正

しく理解する～福島第一原子力発電所事故に関連して

～」までの本会としての取り組みは本会ホームページ

に掲載されているとおりである。吉田副会長から，３

月１１日以降の本会の取り組みについて経緯が示され

た。３月１４日緊急声明に続き，１９日放射能強度の測

定，放射性核種の同定・定量ボランティア募集を行っ

た。その後，２７日，東日本大震災に関する日本地球化

学会の貢献について，２９日学会メールニュースを通し

て，東日本大震災関連事故に関する地球化学会として

の取り組みについて，その後の経緯が伝えられた。そ

の１０日ほどの間，日本放射化学会とは核種の計測につ

いて，また本会に続いてメッセージを発し始めた日本

地球惑星科学連合の大気海洋・環境科学セクションを

中心とした有志とは，緊急かつ密な意見交換を経て環

境試料の採取・観測・シミュレーションについて，連

携を推進することを短期間ではあるが進めた。これら

の研究者群とともに慌ただしい作業を経て，科研費の

特別研究促進費に海老原会長を代表として，３月３１日

に文科省に申請した。その観測計画は４月の EGUで

小栗会員のポスター発表により，紹介された。同様な

動きは国内でも様々にあり，そのうちの一つとして住

民の被ばく線量調査を早くから始めていた核物理グ

ループとの会合が４月１２日に阪大であり，高橋会員，

吉田会員，今回講師の恩田筑波大教授などが出席し，

地表面土壌マップ作成に向けた準備と行動に入った。

４月１４日の地球化学会ニュース以降，阪大・東大を核

とする核物理グループの間での連携が模索され，何度

かの話し合いの結果，ある程度細かいメッシュで土壌

採取を行い，そこでの放射性物質の存在量を正確に測

定する計画が策定された。４月末から５月の連休中に
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２度の予備調査を行い，その結果を受けて規模を拡大

して調査することが，５月１２日に行われた両グループ

間での会合で決まった。これを受けて，６月３日から

６月２９日までの間，土壌採集が行われ，その際にこの

現地調査に参加を募集し，数多くの会員が参加され

た。

海老原会長から，８月にチェコのプラハで行われた

ゴールドシュミット国際会議において，福島レビュー

セッションが開かれたことに関する経緯の説明があっ

た。本会会員５名を含む発表と活発な総合討論があっ

たことが報告された。発表の冒頭では，昭和２９年６月

２０日，第五福竜丸事件の際に地球化学会の大先輩諸氏

が速やかにかつ精力的な調査を行ったことが紹介さ

れ，この先輩諸氏の行動を規範として現在の会員の多

くがこの未曾有の事故に取り組むべきであると考える

に至ったことが紹介された。プラハで採択された，日

欧米の３地球化学会会長名での，大震災に関する GSJ

/EAG/GSジョイントステートメントが最終稿として

各３学会およびゴールドシュミット国際会議のホーム

ページに掲載される予定であることが報告された。

本会はこのように比較的早い段階からメッセージ，

モニタリング提案などの活動を行ってきた。一方で，

行政と住民や省庁間での科学者の立場について混乱が

当初からあった。この大震災前後の地球内部から表層

環境の変化，環境汚染と復興，エネルギーと環境の調

和に，科学が，そして本会がどのように関わるかにつ

いて議論した。また，今年度の年会において，特別

セッション：災害による環境汚染および復興の地球化

学が開催され，多数の発表があり，科学的な総合討論

がなされた。これを受けて，本会の取り組みのこれま

でと今後について議論された。特別セッション招待講

演の３名の講師のうち，２名にお残りいただき，数分

ずつ話題提供をいただいた。

恩田裕一・筑波大教授から話題提供をいただいた。

連携した核物理グループは，学術会議に強いパイプが

あり，サポートがあったことが計画を進めるには有用

だった。土壌マッピングは，最初は大学でやることに

なっていたが，地権者の同意を得るなど実施に当たっ

ては準備が重要であった。市町村，県単位では難し

く，国としての対応が求められた。実施に当たっては

水文・水資源学会経由で，国土交通省―東北地整―福

島河川事務所という流れで河川敷での採取が可能に

なった。一方で，草の根での市町村との信頼関係構築

が重要であった。省庁の縦割りは県，市町村にも及ん

でいて，文科省と農水省との連携はとれていない印象

がある。IAEAへ標準試料相互較正の提案をしてい

る。国の事業となると自治体は協力してくれる，学会

連合として省庁へ対応することと学術会議のバック

アップも重要である。一方，短寿命核種などは計測不

能となるため，オーソライズされなくても，緊急的な

対応も重要であった。

丸井敦尚・産総研研究グループ長から話題提供をい

ただいた。巨大地震・津波災害に伴う複合地質リスク

評価と地下水資源について進めている。産総研のこの

関係の仕事は，第三次補正が動かないこともあり，ま

た，研究費が他の方向性のことに使われているので，

難しい点が多くある。断層・地質，災害・津波，土壌

汚染・物理探査，地下水の各グループが合同して行っ

ている。地下水調査は東大，信州大，大阪市立大と連

携して，ボーリング調査，地質調査などが行われてい

る。経産省の取り組みとしては，産業構造を守る，産

業構造を拡充する，などのことがやりやすい。活動の

決定因子は経済，政治で決まり，地球科学は決定因子

に組み込まれてこなかった。今回の震災は，これから

は地球科学が重要性だ，とアピールする機会になって

いる。

ゴールドシュミット国際会議の福島レビューセッ

ションと地球化学会年会の特別セッション：災害によ

る環境汚染および復興の地球化学を基礎として，GJ

特集号が Guest Editor海老原会長・吉田副会長によ

り企画されている。会場からも，スピード感を持ち，

日程を決めて進めるべきであること，他の雑誌にも似

たような企画があること，他の学協会でも同様な企画

があることなどが情報交換された。会場およびアン

ケートなどから初動は良かったので，今後も継続的に

観測とともに復興に向けた活動を期待する声が多かっ

た。もっと積極的な行動をという声もあった。大学農

学部系は放射化学があまり強くないので農水省への協

力要請にも応えるようにして欲しいとの声もあった。

行政への協力も必要な時にはすべきだが，科学者の役

割は科学的専門知識・能力の提供と得られた結果に関

する評価である。時間が限られていたので，総合討論

など，会員の意見交換が不十分であった点が残念で

あった。

２．ゴールドシュミット国際会議を含む国際連携（話

題提供：海老原会長，益田会員）

これまでの活動もあり，ヨーロッパでの開催という

こともあり，２０１１プラハ（チェコ）では第三極として
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位置づけされるに至った。２０１２モントリオール（カナ

ダ），２０１３フローレンス（イタリア），２０１４サクラメン

ト（米），２０１５ニース（フランス）での開催が既に決

まっている。２００３年，本会５０周年の節目に，倉敷で最

初に欧米以外でゴールドシュミット国際会議が開催さ

れた。近い将来にゴールドシュミット国際会議日本開

催を考えてはどうか。直接的ではないが，国際的には

Geochemical Society（（米国）地球化学会），Euro-

pean Association of Geochemistry（欧州地球化学連

合）との連携，Chinese Society of Mineralogy, Petrol-

ogy and Geochemistry（中国鉱物岩石地球化学会）

などを含むアジア，オセアニアとの関係強化が大切に

なってきている。また，IAGC（国際地球化学連合）

の活動と，その国内での地場固めをどのように進める

かを議論した。

今年度のゴールドシュミット国際会議での本会共催

は順調に進行した。ブース出店，GJ賞授賞式，両協

会の会長との非公式会談などであった。今後の課題と

しては，賞選考時期を早める必要があるかもしれない

が，GJ賞受賞レクチャー，プログラム委員推薦など

を進めるべき，また，欧米両学会との関係をさらに良

くする必要がある。２０１７はヨーロッパ，２０１８はMin.

Soc.がやり，２０１９はヨーロッパなので，２０１６でない

場合は，２０２０年が直近の可能性がある。これらに向け

た準備をすべきである。松久会員から２００３年日本開催

時には１０年以内に再度開催をできればと考えていたこ

と，基金もそのような予定であったことが述べられ

た。欧米ほかの第三極としてのアジア・オセアニアと

いう認識を持つべきで，その中での本会の主導的立場

を確立することが重要である。

アジア・オセアニアの中では中国とどのように連携

していくかが鍵となる。積極的にという意見から，消

極的な発言まで様々な意見交換が行われた。海老原会

長と Liu会長（Chinese Society of Mineralogy, Pe-

trology and Geochemistry）との間で，２０１２年当初に

連携文書の取り交わしを行うことが取り決められたの

で，吉田次期会長名で署名が行われる予定である。実

質的な科学的側面ではこのようにするとして，２年に

１度共催セッションを持つなどの具体的な協議をし，

理解を深めながら，かつ，連携は慎重に進めていく方

向が良いという共通認識を持った。

その他の国際連携として，IAGC（国際地球化学連

合）について，評議員である益田会員から話題提供を

いただいた。Applied Geochem.を出している。編集

長が交代することになっている。AG編集委員長選出

予定であるが，出版社とのかけひきなどもあり，大変

で難しい。国内においては学術会議に IAGC小委員

会（海老原委員長，活性化のための会議）があるがこ

こ数年開催されていない。これに対して，小委員会で

は旅費はでないので，分科会にしないといけないとい

う意見があった。国際会議に行き，カウンセラーなど

の国際対応をやる必要があり，国対国の組織をどうす

るかを考えないといけない。科研費とかかわりの大き

かった昔とは状況が変わっているが，何かの役にたつ

かもしれないので，残すべきという意見があった。

Water Rock Interaction国際会議などをやることも重

要である。

３．年会と連合大会の活性化および国内連携（話題提

供：平田会員，下田会員）

本年の年会も含めて，年会は例年盛り上がりを見せ

ている。数多くの制約の中でも，バランスをとって，

練られたテーマのセッション設定のなか，討論時間を

比較的長くとることを基本としていることが肝要と思

われる。一方で連合大会では年会ほどの盛り上がりに

欠けている。年会の活性の継続発展とともに，連合大

会での地球化学セッションやショートコースなどの活

性化について，また，その際に重要な関連学会や，連

合における本会の活動について提案・議論を行った。

平田会員からショートコース２０１１（第６回）の報告

があった。参加者の殆どが学生パック会員なので，新

会員を呼び込む機能は終わったといってよい。連合大

会の場に移すことを提案したが，アンケートで反対意

見が多かった。年会でやると，学生が参加しやすい，

テーマの設定が容易などの利点がある。一方，地球科

学一般との関連づけがあいまいで連合では難しい。連

合大会でやると，地球化学分野外の学生を呼び込め

る，連合にアピールできるなどの利点がある。新学期

開始直後なので参加しづらい，講義内容が曖昧にな

る，プログラムに組み込むのが難しいなどの欠点があ

り，年会との連携をどうするかも考えないといけな

い。

下田会員より鈴木，角皆プログラム委員を代表し

て，地惑連合について話題提供をいただいた。地惑連

合の目的は学術推進，普及教育，社会貢献であり，宇

宙惑星科学，大気海洋・環境科学，地球人間圏科学，

固体地球科学，地球生命科学の５つのサイエンス・セ

クション制（ほかに地球惑星科学総合という分類もあ

る）が導入されている。地球化学会は，各サイエンス
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セクションの対象領域というより，化学という手法・

コンセプトで結びついているので，各セクションに振

り分けられて，分断されるという図式がある。連合と

年会の両立が可能で，できれば，棲み分けをして連合

大会にも積極的に参加したい。年会費の違いもコスト

パフォーマンスを精査すると同等以上ではないか。も

ちろん，地球化学会年会に魅力があることが前提であ

るし，その優位性は継続すべきである。年会の意義は

専門性の高い発表，論文執筆の助けになるような質疑

応答が十分になされることである。連合大会での本会

主催セッションはラジカルセッションとして先端的な

科学を提案し，分野間の隙間は研究の宝庫という認識

のもと，招待講演に若手から大御所まで他分野の研究

者を加える，講演にレビュー的な要素を加えるなどを

意識していることが述べられた。

連合と AOGSは２年後札幌で同時期に開催される

予定である。地惑連合の目標としては国際化・アジア

の AGU化が挙げられているが，賛成するかどうかは

熟慮が必要である。年会と連合大会の両立は実現，継

続すべきで，連合へのコミットメントを増やすべき，

運営組織に人を出す，沢山代議員を送り込むなどの意

見が会場，アンケートから集められた。

４．GJの今後について（話題提供：吉田副会長）

国内の学協会が運営する学術誌の出版は財政，形

態，グローバル化のなかで，かなり近い将来，大きな

転換期を迎えることが予想される。本会の運営する

GJも同じ状況にあり，佐野現編集委員長が勇退さ

れ，来年初めから，新編集委員長のもと，また，これ

までに確定した新しい編集体制を整え，様々な要素を

考慮して，運営を活発化させていく必要がある。その

中で，もっとも大切な，雑誌としての方向性，コンテ

ンツの広がりとレベルの高まりのための方針と具体策

について議論した。

GJ編集委員長の決め方および，複数名の Vice Edi-

tor制度を作った。それに沿って２月の評議員会で勇

退を表明された佐野現編集委員長の後任として，圦本

尚義会員を編集委員長にご本人の内諾を得て，選出

し，８月１日付けの評議員会で承認した。複数名の副

編集委員長については選出を進めていくことになる。

雑誌としての質的向上（国際誌としての地位向上，結

果としての IF上昇）のためには，分析法の論文の積

極掲載，手法開発法論文の速報性重視，質の高いレ

ビュー論文の掲載，Editor’s choiceの編集，評議員ほ

か，本会会員の積極的な論文投稿，webや pdf上で

クリックして，すぐに文献に飛べるクロスリンク化を

急ぐことなどが提案されている。

出版形態については今後さらに具体的に検討を進め

ていき，必要に応じて改革を進める。そのためには，

完全オープンアクセス化に加えて，透明性の高い査読

過程の方式の採用について議論する。これは，EGU

が各雑誌で展開している方法で，読者は無料で全ての

論文の pdfをダウンロード可能である。収入は投稿者

からのページチャージが主となる可能性が高い。査読

過程の透明化とセットで実施することになる。そうす

ることで IFの向上が期待できるが，適切なページ

チャージの設定，出版社との調整が必要である。査読

過程の透明化には AEの協力が必要。出版社を吟味，

検討し，電子化を目指すことになる。その際，学会側

は「編集権」と「版権」を持ち，出版社に「出版権」

と「販売権」を委ねる。出版助成は申請しないこと。

連合は review誌の電子ジャーナルを作る計画である

ことなど，他雑誌の動向も視野に置くことが肝要であ

る。

GJの将来像については�今のまま，日本の雑誌と
して我が国の地球化学の発信を行う。日本発のユニー

クな研究を世界に問いかける場で，会員（特に評議

員）が良い雑誌を GJに投稿し，雑誌を育てることが

必要である。編集の質的方針の改革により，先見性の

ある GJを目指す。�地惑連合と連携し，地惑連合の
地球化学分野の基幹学術誌を目指す。�国内の他雑誌
を吸収・地球惑星物質系の代表的雑誌を目指す。�ア
ジアの地球化学の雑誌となることを目指す。その際

AOGSと連携できるか，どのような道筋があるか不

透明。などの選択肢があるが，今後も引き続き，議論

とその議論の方向性に即した行動を継続する。

時間的な制約などがあるなかで，年会実行委員の

方々の計らいで，札幌限定の飲み物も多数用意され，

多くの会員が，長時間，議論に加わっていただきまし

た。最後に，適切な資料を準備して話題提供いただい

た講師のお二人（非会員でしたが入会いただきまし

た）と会員の方々，並びに本セッションに出席し，活

発な議論をいただいた会員の方々に心からお礼を申し

上げます。
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●２０１１年度日本地球化学会総会報告

庶務幹事 三澤啓司

（情報・システム研究機構 国立極地研究所）

日時：２０１１年９月１５日 １４時１５分～１５時１０分

場所：北海道大学学術交流会館にて，第５８回年会期間

中に開催した。

１．開会宣言

２．故増田彰正名誉会員を偲んで，出席者全員にて黙

祷を捧げた。

３．議長選出

赤木右会員（次期年会 LOC）が議長に選出され

た。

４．会長挨拶 海老原充会長

５．大会委員長挨拶 南川雅男委員長

６．議事

１）２０１０年度事業報告および決算報告，監査報告

２０１０年度事業報告（三澤庶務幹事），決算報告

（谷水会計幹事），監査報告（松久監事）が行わ

れ，承認された。

２）２０１１年度事業中間報告および会計中間報告

２０１１年度事業（三澤庶務幹事）および会計（谷

水会計幹事）について中間報告が行われた。

３）２０１２年度事業計画案および予算案

２０１２年度事業計画案（三澤庶務幹事）および予

算（谷水会計幹事）が提案され，承認された。

４）名誉会員の承認

評議員会より提案のあった名誉会員候補者（石

渡良志会員，高岡宣雄会員，脇田宏会員）が承認

された。

５）会則の改正について

海老原会長より会則１３条の改定案「会務を執行

するための幹事若干名をおく。幹事は評議員の承

認を経て評議員の中から会長が委嘱する。幹事は

会長，副会長，会誌編集委員長とともに幹事会を

構成する」が示され，承認された。

７．各種報告

１）２０１２～２０１３年度役員選挙結果

鈴木選挙管理委員長より，役員選挙結果が報告

された。

２）GJ新編集委員長について

佐野 GJ編集委員長の勇退にともない，２０１２年

１月から圦本会員が GJ編集委員長に就任するこ

とが報告された。

３）GJの出版社選定について

２０１３年４月以降，GJ出版は科研費に頼らず出

版社に「出版権」と「販売権」を委ねることとなっ

た。評議員会において，テラパブとの３年契約に

ついて了承されたことが報告された。これは，テ

ラパブのこれまでの実績と過渡期ということを考

慮したうえでの決定である。

４）Goldschmidt会議

鈴木幹事が，2011 Prague会議の報告と2012

Montreal会議の紹介を行った。

８．会場からの意見，提案など

特になし

９．名誉会員証授与式

石渡良志，高岡宣雄，脇田宏会員に，海老原会長

より名誉会員証が授与された。

１０．２０１１年度日本地球化学会賞，日本地球化学会功労

賞，日本地球化学会奨励賞授賞式

１）日本地球化学会奨励賞

黒田潤一郎会員「オスミウム，鉛同位体比を用

いたマントル活動と表層環境

変動のリンクに関する研究」

西澤 学会員「地球化学と微生物学の結合によ

る生元素循環の進化に関する研

究」

吉川知里会員「窒素同位体比および物質循環モ

デルを用いた海洋窒素循環に関

する研究」

２）日本地球化学会功労賞

中村俊夫会員「炭素１４測定法の確立とその適用

による多様な学術分野への貢

献」

３）日本地球化学会賞

横内陽子会員「大気中の揮発性有機化合物の動

態に関する地球化学的研究」

各賞受賞者に，海老原会長から賞状とメダルが

授与された。

１１．閉会宣言
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正会員 一般
正会員

学生正会員
（除学生
パック）

学生
パック

シニア
正会員

賛助会員 名誉会員 計 在外会員

２００９．１２．３１ ９００ ７２３ ５３ ６１ ６３ １１ ９ ９２０ ３６

入会 ５６ １８ ４ ３４ ０ ０ ０ ５６ ４

退会・
ご逝去 －４６ －２５ －１０ －６ －５ －２ ０ －４８ ０

会員
種別変更
（転入分）

５０ １３ ３３ ０ ４ ０ ０ ５０ ３

会員
種別変更
（転出分）

－５０ －４ －１２ －３４ ０ ０ ０ －５０ －４

除名 －１２ －８ －４ ０ ０ ０ ０ －１２ －１

２０１０．１２．３１ ８９８ ７１７ ６４ ５５ ６２ ９ ９ ９１６ ３８

正会員 一般
正会員

学生正会員
（除学生
パック）

学生
パック

シニア
正会員

賛助会員 名誉会員 計 在外会員

２０１０．１２．３１ ８９８ ７１７ ６４ ５５ ６２ ９ ９ ９１６ ３８

入会 ４９ ２１ ６ ２２ ０ ０ ０ ４９ １

退会・
ご逝去 －５ －１ －４ ０ ０ ０ －１ －６ ０

会員
種別変更
（転入分）

３５ １２ ２１ ０ ２ ０ ０ ３５ １

会員
種別変更
（転出分）

－３５ －２ －１２ －２１ ０ ０ ０ －３５ －２

除名 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

２０１１．８．３１ ９４２ ７４７ ７５ ５６ ６４ ９ ８ ９５９ ３８

２０１０年度事業報告

１．会員状況（２０１０年１月１日～１２月３１日）

２．年会，委員会等開催

日本地球惑星科学連合２０１０年大会（２０１０／５／１６～

２１，幕張メッセ国際会議場），ゴールドシュミット

２０１０（２０１０／６／２１～２６，アメリカ，ノックスビル），

年会（２０１０／９／７～９，立正大学熊谷校），総会（２０１０

／９／８，立正大学熊谷校），評議員会３回（２０１０／２／

１３，６月電子メイル審議，９／６），幹事会４回（２０１０

／２／６，６／５，８／３０，１２／２），GJ編集委員会２回，地

球化学編集委員会１回，学会賞等受賞者選考委員会

１回，鳥居基金選考委員会２回。

３．会誌発行

Geochemical Journal：Vol．４４（１～６）

地球化学：Vol．４４（１～４号）

４．ニュース発行

No．２０４（２０１１／３／２５），２０５（２０１１／７／１０）和 文 誌

「地球化学」と合本。

５．地球化学ショートコースの実施

第４回地球化学ショートコースの実施（２０１０／９／

６）

６．日本地球化学会賞等の授与（柴田賞１件，学会賞

１件，奨励賞１件）

７．GJ賞授与（アメリカ，ノックスビル）

８．鳥居基金助成：第１回海外渡航２件，第２回国内

研究集会１件

９．育志賞の学会推薦：１件

１０．学会などの共催，後援，協賛

・日本原子力学会「原子力総合シンポジウム２０１０」

（２０１０／５／２７～２８）共催

・日本質量分析学会「第５８回質量分析総合討論会

２０１０」（２０１０／５／１３～１５）共催

・日本アイソトープ協会「第４６回アイソトープ放射

線研究発表会」（２０１０／７／１～３）共催

・第３７回可視化情報シンポジウム（２０１０／７／２１～

２２）共催

・第５４回粘土科学討論会（２０１０／９／１０～１１）共催

・地学オリンピック日本委員会協賛

２０１１年度中間報告

１．会員状況（２０１１年１月１日～８月３１日）

２．年会，委員会などの開催

日本地球惑星科学連合２０１１年大会（２０１１／５／２３～

２８，幕張メッセ国際会議場），Goldschmidt 2011

（２０１１／８／１３～１８，チェコ共和国，プラハ），年会

（２０１１／９／１４～１６，北海 道 大 学），総 会（２０１０／９／

１５，北海道大学），評議員会３回（２０１０／２／１２，６～

７月電子メイルにより開催，９／１３），幹事会４回

（２０１０／２／５，５／２４，７／１６，９／３），GJ編集委員会１

回，地球化学編集委員会２回，学会賞等受賞者選考

委員会１回，鳥居基金選考委員会２回，名誉会員推

薦委員会１回，広報委員会１回。

３．会誌発行

Geochemical Journal：Vol．４５（１～４）

地球化学：Vol．４５（１～２号）

４．ニュース発行：No．２０４（２０１１／３／２５），２０５（２０１１

／７／１０）和文誌「地球化学」と合本。

５．第５回地球化学ショートコースの実施（２０１１／９／

１３）

６．日本地球化学会賞等の授与（学会賞１件，功労賞

１件，奨励賞３件）

７．名誉会員３名の推薦

８．GJ賞の授与（２０１１／８／１４～１９，チェコ共和国，

プラハ）

９．鳥居基金助成：第１回海外派遣１件，国内研究集

会１件，第２回海外派遣１件
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１０．CST養成プログラム（横浜国大）に参加

１１．世界化学年 IYC 2011活動

和文誌「地球化学」表紙，Goldschmidt 2011

Fukushima Session，日本地球化学会市民講演会

（札幌）

１２．役員選挙

１３．学会などの共催・後援・協賛

・日本原子力学会「原子力総合シンポジウム２０１１」

（２０１１／１０／１９）共催

・日本分析化学会・日本地球化学会・日本放射化学

会「放射能・放射線を正しく理解する～福島第一

原子力発電所事故に関連して～」２０１１／７／９共同講

演会

・Goldschmidt 2011共催

・第５５回粘土科学討論会共催

・第５９回質量分析総合討論会共催

・地学オリンピック日本委員会協賛

２０１２年事業計画

１．年会：九州大学箱崎キャンパス文系地区（２０１２年

９月中旬あるいは下旬）

２．総会：九州大学箱崎キャンパス文系地区（年会期

間中）

３．日本地球惑星科学連合２０１２年大会（５／２０～２５，幕

張メッセ国際会議場）

４．ゴールドシュミット２０１２（６／２４～２９，モントリ

オール，カナダ）

５．評議員会３回（うち１回は電子メイルによる会

議）

６．幹事会３回

７．会誌発行

Geochemical Journal：Vol．４６（１～６）

和文誌「地球化学」Vol．４６（１～４）

８．ニュース発行 No．２０８～２１１

９．「地球と宇宙の化学事典」の出版

１０．日本地球化学会賞等の授与

１１．鳥居基金助成２回（１月，７月）

１２．学会などの共催・協賛
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２０１０年日本地球化学会決算報告（２０１０年１月１日～１２月３１日）

収入の部

科目 収入額（円） 予算額（円）

１．会費収入 ８，３７３，０００ ８，６２１，０００
（内訳）一般正会員 ７，０８０，０００ ７，１０６，０００

学生正会員 ５２９，５００ ７０５，０００
シニア正会員 ３０５，０００ ２８５，０００
賛助会員 １６０，０００ ２４０，０００
海外会員 ２９８，５００ ２８５，０００

２．刊行物売上 ３，７７１，３６０ ４，１５５，９００
３．広告料 ８００，０００ ６４０，０００

（内訳）地球化学 ６８０，０００ ４００，０００
会員名簿 ０ ０
ウェブ １２０，０００ ２４０，０００

４．出版助成 ３，２００，０００ ３，２００，０００
５．公開発表助成 ０ ０
８．雑収入 ４７，３９８ ５０，０００
９．前年度名簿積立金 ０ ０
１０．前年度基本財産引当金 ３，４００，０００ ３，４００，０００
１１．前年度繰越金 １５，４８１，０９２ １０，９０１，４９１

収入計 ３５，０７２，８５０ ３０，９６８，３９１
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支出の部

科目 支出額（円） 予算額（円）

１．事業費 １５，８８４，３４８ １４，９１０，０００
１．１ 出版費 １３，４０１，２８９ １１，９００，０００
１．１．１ 印刷費 １１，０４８，３６２ ９，５００，０００
１．１．２ 編集費 １，２１７，５００ １，８００，０００
１．１．３ 電子化経費 ２５２，０００ １００，０００
１．１．４ 発送費 ８８３，４２７ ５００，０００

１．２ 行事費 ６０６，３１０ ６００，０００
１．３ 公開発表助成 ０ ０
１．４ 学会賞経費 ３１，８１５ ８０，０００
１．５ 委員会活動費 ２４，７００ ３００，０００
１．６ 名簿積立金 ０ ０
１．７ 名簿作成費 ０ ０
１．８ 会員業務委託費 １，８０１，０７９ ２，０００，０００
１．９ 会員業務郵税 １９，１５５ ３０，０００

２．管理費 １，０３７，０６９ １，６７０，０００
２．１ 庶務費 ０ １５０，０００
２．２ 会議費 ０ １００，０００
２．３ 通信費 ０ ２０，０００
２．４ 旅費 ４０５，４００ ７００，０００
２．５ 選挙費 ０ ０
２．６ 会計費 ０ ５０，０００
２．７ 雑費 １１，０２５ ５０，０００
２．８ ホームページ費用 ４０１，１００ ４００，０００
２．９ 雑誌保管費 ２１９，５４４ ２００，０００

３．予備費 ７１６，６２５ ４００，０００
４．基本財産引当金 ３，４００，０００ ３，４００，０００
７．次年度繰越金 １４，０３４，８０８ １０，５８８，３９１

支出計 ３５，０７２，８５０ ３０，９６８，３９１

１．１．出版費明細

事項 英文誌 和文誌 ニュース その他 支出計

１．１．１ 印刷 ８，６５３，５７５ ２，３９４，７８７ ← ０ １１，０４８，３６２
１．１．２ 編集 １，１００，０００ ５７，５００ ５０，０００ １０，０００ １，２１７，５００
１．１．３ 電子化 ２５２，０００ ０ ０ ０ ２５２，０００
１．１．４ 発送 ８８３，４２７ ← ← ０ ８８３，４２７

出版費計 １０，８８９，００２ ２，４５２，２８７ ５０，０００ １０，０００ １３，４０１，２８９

英文誌：Geochemical Journal：Vol．４４，No．１～６。
和文誌：地球化学：Vol．４４，１～４号（ニュース No．２００～２０３を合本発行）。
ニュース印刷費は和文誌に含まれる。
和文誌４号は，全て英文誌と同時発送し，発送費は英文誌に含まれる。
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貸借対照表（２０１０年１２月３１日現在）

２０１０年度鳥居基金決算報告（２０１０年１月１日～１２月３１日）

２０１０年度ゴールドシュミット国際会議基金決算報告（２０１０年１月１日～１２月３１日）

資産の部

現金 １１３，７５１
普通預金（会計） ２，２０３，２２３
普通貯金 １１，１９７，４５０
国際文献印刷 郵便振替 ４，２６７，２３０
国際文献印刷 みずほ銀行 １，８８６，１５４

計 １９，６６７，８０８

負債・正味財産の部

前受会費 ２，２３３，０００
基本財産充当引当金 ３，４００，０００
正味財産（繰越金） １４，０３４，８０８

計 １９，６６７，８０８

収入の部

科目 金額（円）

１．前年度繰越金 ２，６８４，５３８
２．普通貯金利子 ５７３
３．その他 ０

収入計 ２，６８５，１１１

支出の部

科目 金額（円）

１．助成 １８０，０００
内訳 助成１００，０００円１件，

８０，０００円１件
２．その他 ０
３．次年度繰越金 ２，５０５，１１１

支出計 ２，６８５，１１１

資産状況

科目 金額（円）

普通貯金 ２，５０５，１１１
定額貯金 ０

資産計 ２，５０５，１１１

収入の部

科目 金額（円）

１．前年度繰越金 １，２３５，４１８
２．その他 ６４７，９６０ 広大 LOCより

収入計 １，８８３，３７８

支出の部

科目 金額（円）

１．Goldschmidt 2010共催金 ０ 請求なし
２．その他 ０

３．次年度繰越金 １，８８３，３７８

支出計 １，８８３，３７８
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２０１１年度日本地球化学会中間決算（２０１０年１月１日～７月３１日）

収入の部

科目 収入額（円） 予算額（円）

１．会費収入 ７，３８７，０００ ８，４９０，０００
（内訳）一般正会員 ６，２７０，０００ ７，０８０，０００

学生正会員 ２１０，０００ ３７５，０００
学生正会員（修士パック） １８２，０００ １３６，５００
シニア正会員 ２９５，０００ ３１５，０００
賛助会員 ２４０，０００ ２２０，０００
在外会員 １９０，００ ３６３，５００

２．刊行物売上 ０ ４，１５５，９００
３．広告料 ０ ５２０，０００

（内訳）地球化学 ０ ４００，０００
会員名簿 ０ ０
ウェブ ０ １２０，０００

４．出版助成 ２，０３０，０００ ２，９００，０００
５．成果公開（B） ０
６．成果公開（C） ０
７．雑収入 ６，９６１ ５０，０００
８．前年度名簿積立金 ０ ０
９．前年度基本財産引当金 ３，４００，０００ ３，４００，０００
１０．前年度繰越金 １４，０３４，８０８ １０，５８８，３９１

収入計 ２６，８５８，７６９ ３０，１０４，２９１
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支出の部

科目 支出額（円） 予算額（円）

１．事業費 ５，４３１，７８０ １４，８６０，０００
１．１ 出版費 ３，９６７，７０５ １１，７００，０００
１．１．１ 印刷費 ２，３０８，００５ ９，５００，０００
１．１．２ 編集費 １，１００，０００ １，６５０，０００
１．１．３ 電子化経費 ２５２，０００ ５０，０００
１．１．４ 発送費 ３０７，７００ ５００，０００

１．２ 行事費 １２２，２００ ６００，０００
１．３ 公開発表
１．４ 学会賞経費 ０ ８０，０００
１．５ 委員会活動費 ０ ３００，０００
１．６ 広報委員会経費 ０ １５０，０００
１．７ 名簿作成費 ０ ０
１．８ 会員業務委託費 １，３３１，５５５ ２，０００，０００
１．９ 会員業務郵税 １０，３２０ ３０，０００

２．管理費 ４８０，５００ １，７１０，０００
２．１ 庶務費 ０ １５０，０００
２．２ 会議費 ０ ５０，０００
２．３ 通信費 ０ １０，０００
２．４ 旅費 ２０１，４００ ７００，０００
２．５ 選挙費 ８２，９５０ １００，０００
２．６ 会計費 ０ ５０，０００
２．７ 雑費 ３，３６０ ５０，０００
２．８ ホームページ費用 １００，８００ ４００，０００
２．９ 雑誌保管費 ９１，９９０ ２００，０００

３．予備費 ０ ４００，０００
４．基本財産引当金 ３，４００，０００ ３，４００，０００
５．次年度繰越金 ０ １０，５８８，３９１

支出計 ９，３１２，２８０ ３０，９５８，３９１
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２０１２年度日本地球化学会予算（２０１２年１月１日～１２月３１日）

収入の部

科目 ２０１２年予算額（円） ２０１１年予算額（円）

１．会費収入 ８，５０５，０００ ８，４９０，０００
１．１ 一般正会員 ７，１２０，０００ ７，０８０，０００
１．２．１ 学生正会員 ３６０，０００ ３７５，０００
１．２．２ 学生正会員（修士パック） １７１，５００ １３６，５００
１．３ シニア正会員 ３１５，０００ ３１５，０００
１．４ 賛助会員 １８０，０００ ２２０，０００
１．５ 在外会員 ３５８，５００ ３６３，５００

２．刊行物売上 ３，７７１，３６０ ４，１５５，９００
３．広告料 ６００，０００ ５２０，０００

３．１ 地球化学 ４８０，０００ ４００，０００
３．２ 会員名簿 ０ ０
３．３ ウェブ １２０，０００ １２０，０００

４．出版助成 ２，７００，０００ ２，９００，０００
５．雑収入 ５０，０００ ５０，０００
６．前年度名簿積立金 ０ ０
７．前年度基本財産充当金 ３，４００，０００ ３，４００，０００
８．前年度繰越金 ９，７３４，２９１ １０，５８８，３９１

収入合計 ２８，７６０，６５１ ３０，１０４，２９１
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支出の部

科目 ２０１２年予算額（円） ２０１１年予算額（円）

１．事業費小計 １４，７１２，０００ １４，８６０，０００
１．１ 出版費 １１，６５２，０００ １１，７００，０００
１．１．１ 印刷費 ９，５００，０００ ９，５００，０００

（GJ） ７，０００，０００ ７，０００，０００
（地化） ２，５００，０００ ２，５００，０００

１．１．２ 編集費 １，４００，０００ １，６５０，０００
（GJ） １，１００，０００ １，２５０，０００
（地化） ２００，０００ ２５０，０００
（ニュース） １００，０００ １５０，０００

１．１．３ 電子化経費 ２５２，０００ ５０，０００
１．１．４ 発送費 ５００，０００ ５００，０００

１．２ 行事費 ６００，０００ ６００，０００
１．３ 公開発表 ０ ０
１．４ 学会賞経費 ８０，０００ ８０，０００
１．５ 委員会活動費 ２００，０００ ３００，０００
１．６ 広報委員会経費 １５０，０００ １５０，０００
１．７ 名簿作成費 ０ ０
１．８ 会員業務委託費 ２，０００，０００ ２，０００，０００
１．９ 会員業務郵税 ３０，０００ ３０，０００

２．管理費小計 １，４６０，０００ １，７１０，０００
２．１ 庶務費 １００，０００ １５０，０００
２．２ 会議費 ５０，０００ ５０，０００
２．３ 通信費 １０，０００ １０，０００
２．４ 旅費 ６００，０００ ７００，０００
２．５ 選挙費 ０ １００，０００
２．６ 会計費 ５０，０００ ５０，０００
２．７ 雑費 ５０，０００ ５０，０００
２．８ ホームページ費用 ４００，０００ ４００，０００
２．９ 雑誌保管費 ２００，０００ ２００，０００

３．予備費 ４００，０００ ４００，０００
４．基本財産引当金 ３，４００，０００ ３，４００，０００
５．次年度繰越金 ８，７８８，６５１ ９，７３４，２９１

支出計 ２８，７６０，６５１ ３０，１０４，２９１

実収入－実支出 差し引き －９４５，６５０ －８５４，１００

だだし，実収入：収入計から繰越金，基本財産引当金，名簿積立金を除いたもの。
実支出：支出計から繰越金，基本財産引当金，名簿積立金を除いたもの。
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学会からのお知らせ

●「学会賞・奨励賞・功労賞」２０１１年度受賞者紹介

学会賞：横内陽子会員（国立環境研究所・環境計測研

究センター・動態化学研究室室長）

受賞題目：「大気中の揮発性有機化合物の動態に関す

る地球化学的研究」

横内さんは，１９７４年に大阪大学

理学部化学科を卒業し，製薬会社

に勤務したのち，１９７６年に国立公

害研究所（現国立環境研究所）に

入られ，計測技術部，地球環境研

究グループ，化学環境研究領域な

どに所属されました。横内さん

は，主として大気中有機物質の観測研究に取り組んで

こられました。その間，１９８４年に東京都立大学に学位

論文を提出し，論文博士の学位（理学博士）を授与さ

れております。

横内さんの研究の大きな目標は，揮発性有機化合物

（VOC），特に自然起源 VOCが地球環境において果

たしている役割を解明することであり，そのために幅

広い観測と必要な分析手法の開発を進めてこられまし

た。

その主な研究業績は，以下のようにまとめられま

す。

１．植物起源テルペン類の動態に関する研究：植物

から大気中には大量のテルペン類（主としてイソプレ

ンとモノテルペン）が放出されており，それらが反応

によってエアロゾルを生成するなど地球環境に大きな

影響を及ぼしていることは今ではよく知られていま

す。横内さんは，まだ観測例の少なかった１９８０年頃か

ら大気中モノテルペン類の研究に取り組み，その大気

濃度および放出量の変動要因を明らかにすると共に，

反応実験によってピノンアルデヒドなどの生成物を同

定しました。これらを実際の森林エアロゾル中で検出

することに初めて成功し，その報告に対して２００２年に

Haagen-Smit賞が授与されました。また，大気濃縮

と GCあるいは GC/MSを組み合わせた自動測定シス

テムの開発に力を入れ，モノテルペン，イソプレンと

その反応生成物について詳細な日変動・季節変動を明

らかにしました。一連の研究成果はその後多くの論文

で引用されています。

２．海洋起源 VOCの分布と発生源に関する研究：

横内さんは，大気中 VOCの動態解明には，グローバ

ルな分布を把握して全体像を理解する必要があると考

え，国内外の多くの研究者の協力を得て，北極～赤道

～南極をカバーする広い範囲において系統的な大気採

取を行いました。これにより，それまでほとんど未知

であった海洋起源 VOCの分布の特徴が明らかになり

ました。たとえば，大気中の最多ヨウ素化合物である

ヨウ化メチルの濃度は，低・中緯度で高く，高緯度で

は極めて低いこと，中緯度域ではヨウ化メチル濃度と

海水温の間には強い正の相関が存在することなどが分

かり，今後の地球温暖化がヨウ化メチルの発生量，ひ

いては大気へのヨウ素供給量を増やすだろうという重

要な示唆が得られました。また，ブロモホルムほかの

有機臭素化合物の濃度変動を解析して，それらの発生

量が従来の推定値を大きく上回っている可能性を明ら

かにするなど，成層圏オゾン層破壊の評価にインパク

トを与えました。これらは，４年毎に刊行される

WMO Scientific Assessment of Ozone Depletionほ

か多くの論文で引用されています。

３．塩化メチルの発生源に関する研究：塩化メチル

は最多の自然起源成層圏オゾン破壊物質であり，大気

中の塩素量の約１５％を占めています。フロンなどがな

かった工業化以前には塩化メチルが成層圏オゾン量を

左右していた可能性もあります。２０００年以前は海洋が

塩化メチルの最大の発生源であり，バイオマスバーニ

ングがそれに続くと考えられていました。横内さんは

海洋大気の観測や沖縄におけるフィールド調査を基

に，熱帯や亜熱帯の陸域に大きな発生源があることを

見出しました。さらに，熱帯植物温室の実験を足掛か

りとして，熱帯植物，特にヘゴ等の木性シダと東南ア

ジアに繁茂するフタバガキの仲間が塩化メチルを大量

に放出していることを発見しました。その後の観測／

モデル研究によって熱帯林からの塩化メチル発生量は

年間およそ２００万トンに及ぶことが分かってきまし

た。塩化メチルの主要な発生源を海から熱帯林に塗り

替えた横内さんの研究は大きな反響を呼び，成層圏オ

ゾンのみならず，大気―植物相互作用の研究分野にも

一石を投じました。

４．遠隔地におけるハロカーボン自動モニタリング

の立ち上げ：成層圏オゾン破壊物質としてフロン類の

使用・生産が禁止されたのち，多くの代替フロンが大

気中に蓄積され始めました。特に，経済発展の続く東

アジアではそれらの急増が見込まれておりましたの

で，その影響を正しく評価し，各国からの排出量解析

に活用できる大気観測が必要とされました。横内さん
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は，遠隔地におけるハロカーボン測定のために小型冷

凍器を使った低温濃縮法を考案し，２００４年に沖縄県・

波照間島で，続いて北海道・落石岬で高精度なハロ

カーボン自動連続測定システムを立ち上げることに成

功しました。これらの観測データを使って中国からの

代替フロン排出量を初めて明らかにしたほか，国際的

なハロカーボン観測グループと連携して，東アジア～

グローバルスケールの代替フロン排出量の解析にも大

きな貢献をされました。また，モニタリング対象に

は，多くの自然起源 VOCも含めた結果，それらの発

生機構について次々と新しい知見を入手しておられま

す。

このほかにも，１９９２年には北極の国際プロジェクト

に参加して，GC/MSによる大気中 VOCの連続観測

により，春の地表オゾン減少が臭素とオゾンの反応に

よって引き起こされているという重要な発見に貢献さ

れております。

（北海道大学低温科学研究所・河村公隆）

奨励賞：黒田潤一郎会員（海洋研究開発機構・地球内

部ダイナミクス領域・研究員）

受賞題目：「オスミウム，鉛同位体比を用いたマント

ル活動と表層環境変動のリンクに関する研

究」

黒田潤一郎さんは，１９９６年に筑

波大学第一学群自然学類に入学

し，２０００年に久田健一郎先生の指

導の下，山梨県巨摩山地桃の木層

群の堆積相解析というテーマで卒

業論文を提出し，研究者としての

第一歩を踏み出しました。その

後，東京大学大学院理学系研究科地球惑星科学専攻修

士課程に入学し，海洋研究所の平朝彦教授（現在海洋

研究開発機構理事）の下，２００２年に白亜紀黒色頁岩の

ラミナ解析で修士課程を修了しました。同専攻で博士

課程進学後は，同じく海洋研究所の徳山英一教授の指

導生として，「白亜紀黒色頁岩のアナトミー」という

タイトルが示すように，黒色頁岩を丁寧に詳細に調べ

あげた研究によって２００５年３月に学位を取得しまし

た。同年４月には，日本学術振興会特別研究員（PD）

に採用され，１年間海洋研究所で研究活動を行った

後，２００６年４月から独立行政法人海洋研究開発機構地

球内部ダイナミクス領域（当時は地球内部変動研究セ

ンター）の研究員として，我々の研究チームに加わり

ました。２０１０年４月から１年間，本機構の在外研究員

制度を利用して，英国サザンプトン大学英国国立海洋

科学センターで客員研究員として，堆積物のクロム同

位体に関する研究を行ってきました。

学生時代に黒色頁岩の研究に没頭した黒田さんは，

その後も黒色頁岩を対象として，しかし新しいツール

を次々に利用した研究を進め，多くの論文を出してい

ます。その後，彼の研究対象は黒色頁岩のみならず，

チャート，チョーク，岩塩など，多種多様に拡がり，

それに伴って，彼の研究テーマも飛躍的に拡がってい

ますが，ひとつの対象を徹底的に調べる彼の手法は，

後述する彼のバランス感覚を，拡散した浅いものにし

ないための重要な基礎になっていると思います。黒田

さんは，海洋研究開発機構では，三畳紀～白亜紀～第

四紀に至る古環境変動を理解する研究プロジェクトの

中心的役割を果たしています。深海・浅海堆積物を対

象に，柔軟なアイディアと様々なアプローチで三畳紀

／ジュラ紀大量絶滅や白亜紀の海洋無酸素事変の理解

を進めてきました。

黒田さんの特長としてのバランス感覚の良さとフッ

トワークの軽さは，周りの誰もが認めるところです。

研究面でもその良さが発揮されています。彼の研究

は，堆積物から情報を取り出す卓越した地球化学的手

法と，古環境変動とその時の堆積プロセスに関する深

い理解に支えられており，地球化学と堆積学とをバラ

ンスよく融合して仕事をする数少ない研究者です。中

でも，鉛同位体比やオスミウム同位体比など新しい地

球化学情報に着目し，白亜紀や三畳紀―ジュラ紀境界

での，古環境変動や生物絶滅と巨大洪水玄武岩のリン

ケージを明らかにしたことは，彼の大きな成果の一つ

です。黒田さんは，リンケージを明らかにしたところ

に止まることなく，さらにメカニズムにも踏み込み，

白亜紀の海洋無酸素事変を引き起こした火成活動につ

いては，鉛の同位体比変動における堆積場の地域差と

オスミウム同位体比変動のタイミングを詳細に解析

し，深海噴火より陸上噴火の方が地球表層環境に多大

な影響を与えたことを示しました。これらの仕事は，

確実に論文化され，国内外の多くの研究者に高く評価

されています。新しいアイディアによる研究計画の立

案，対象の観察，化学成分の分析，論文作成，といっ

た各ステップで，特定のステップを偏重せず，すべて

をバランスよくそろえて，質の高い論文につなげてい

ます。論文に使用しているデータは，すべて黒田さん

自身が手を動かして出したデータです。我々のラボで
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データを出す一方で，フットワーク軽く，国内外の共

同研究者のラボに出かけていって，分析を行ってきま

す。試料採取についても，研究テーマの達成に必要な

試料の採取のために，統合国際深海掘削計画（IODP）

の調査航海でジョイデスレゾルーション号に２ヶ月間

乗船し，国内外の多くの研究者と共同で堆積物試料を

採取し，採取した試料は我々のラボ，他機関のラボで

確実に分析を行った上で，論文化を進めています。地

球化学の研究者のみでなく，微化石の専門家や堆積学

の専門家とも広く共同研究を進めています。多種多様

な手法を利用すればするほど，共同研究の相手方が多

くなればなるほど，そのひとつひとつが浅くなってし

まうのですが，そうならないところは，黒田さんが学

生時代から培ってきた対象をとことん調べ上げるスタ

イルと，彼のバランス感覚の良さのなせる技なので

しょう。彼と一緒に研究し始めて以来，私自身，研究

のネットワークが飛躍的に拡がりましたし，常々彼の

ネットワークを利用させてもらっています。

そして，黒田さんに関して，いつも感心すること

は，どんな仕事も嫌そうにやらずに，プラスに変えて

しまうところです。彼のその人の良さと，引き受けた

仕事は相手の期待以上の結果を出す実力によって，多

くの方に信頼され，いろいろな依頼が舞い込んできま

す。色々と引き受けてしまって，二進も三進も行かな

くなるという場面を何度か見ていますが，それでも，

結局それを自分の血とし，肉としてしまう。IODPで

の掘削船乗船，毎回２ヶ月の長丁場で，休暇無し，連

日１２時間労働，他の乗船研究者との研究上，作業上の

大変な問題は数多くあるはずなのに，その状況を話す

彼の表情はいつも楽しそうです。IODPに関わる会議

においても同様です。黒田さんは，２００７年から２００９

年，Science Steering and Evaluation Pane（SSEP）

のメンバーとして，IODPに提案されるプロポーザル

の審査を行ってきました。また，これも IODP関連

ですが，次期 IODPの研究目標を決める会議（IN

VEST）がブレーメンで開かれた際には，ブレークア

ウトセッションのセッションチェアも務めました。こ

のような場で，海外の研究者と渡り合い，自分の考え

を示すことは，大きなストレスが伴うことだと思いま

す。それを楽しげに，いい勉強になりました，と報告

する黒田さんに私は感動を覚えました。自分のことを

振り返ってみて，黒田さんの年齢の時に，これほど海

外の舞台で勝負していたかなあ，と思い出してみる

と，彼のことを末恐ろしいと感じると共に，非常に楽

しみです。

彼のバランス感覚の良さは，仕事のみに活かされて

いるわけではありません。仕事とプライベートのバラ

ンスも目を見張るものがあります。普段も多くの友人

との交流（つまりは飲み会）を大事にしていますし，

JAMSTEC野球部での活躍も耳にしています。つり

も彼の趣味のひとつで，つりの話しで盛り上がるのを

何度か聞いています。また，サザンプトン滞在中は，

１年間に１３カ国もの国を訪れ，そのいくつかは奥さま

と出かけているとのことです。出かけた先での写真を

送ってもらいましたが，中でも南アフリカ国立公園の

夕日をバックにしたキリンの写真は旅情が溢れてい

て，私の方も心洗われるのを感じました。

最後に，彼の研究は，多くの方に支えられて成され

てきたものです。あまりにその数が多くて，あえて一

人一人のお名前をあげることはしませんでした。それ

を引き出したのは彼自身ですが，支えていただいた

方々への感謝を忘れずに，これからさらにいい仕事を

して，彼を支えた人たちの期待に応えて欲しいと思っ

ています。彼の今後の活躍を心から期待しています。

（海洋研究開発機構・地球内部ダイナミクス

領域・鈴木勝彦）

奨励賞：西澤 学会員（海洋研究開発機構・プレカン

ブリアンエコシステムラボラトリー）

受賞題目：「地球化学と微生物学の結合による生元素

循環の進化に関する研究」

原始地球における生元素物質循

環を解明するため，西澤君はこれ

まで太古代の地層解析を行い初期

生命の炭素代謝や原始海洋での窒

素・鉄・硫黄循環に関して成果を

挙げてきた。近年は，世界屈指の

微生物研究者が立ち上げたラボに

研究員として採用され，海底熱水系での微生物活動と

窒素動態に関する研究を行っている。この研究課題は

アストロバイオロジーの分野における最重要項目の一

つとされ，西澤君は好熱菌の窒素代謝に関する微生物

実験や，熱水の化学と遺伝子解析にもとづく現世地熱

系の窒素動態観測を行うことで熱水系窒素動態の進化

に迫っている。生命惑星である地球を特徴づける生元

素のダイナミクスは，微生物を基底とする生命活動と

環境の相互作用によって駆動しているため，従来の地

球化学の手法だけでは理解できない。最新の微生物学
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手法を身につけ，地球化学解析と結合させた先進的な

研究を展開する西澤君はこれまで見られなかったタイ

プの研究者としてユニークであり，今後の発展が期待

される。

（東京大学大気海洋研究所・佐野有司）

奨励賞：吉川知里会員（東京工業大学大学院総合理工

学研究科）

受賞題目：「窒素同位体比および物質循環モデルを用

いた海洋窒素循環に関する研究」

受賞者の吉川知里会員は，１９９９

年に奈良教育大学を卒業後，北海

道大学大学院地球環境科学研究科

の修士課程に入学し，低温科学研

究所の河村公隆教授と中塚武助教

授（現名古屋大学教授）のご指導

のもと，同位体地球化学の研究を

始められました。２００１年に同研究科の博士課程に進学

してからは，同位体地球化学の研究に加えて，同研究

科の山中康裕助教授（現教授）のご指導のもと，海洋

物質循環モデリングを学ばれました。博士課程在籍中

の２００３年には，海洋科学技術センター地球フロンティ

ア研究システム（現海洋研究開発機構）の研究推進ス

タッフに採用されたため同研究科を中退し，同セン

ターの松野太郎博士，河宮未知生博士，和田英太郎博

士のもとで地球システム統合モデルの開発に参加しな

がら，２００６年に北海道大学で論文博士として博士の学

位（地球環境学）を取得されました。学位取得後は，

同センターのポスドク研究員を経て，日本学術振興会

特別研究員（PD）に採用され，２００８年に東京工業大

学の我々の研究室へ在籍することになりました。日本

学術振興会特別研究員の任期中には，米国メリーラン

ド大学に１年間滞在し，帰国後は私が研究代表者であ

る環境省地球環境研究総合推進費のポスドク研究員で

東京工業大学産学官連携研究員を経て，２０１０年に東京

工業大学グローバル COE地球たちの特任助教に採用

され，現在に至っています。

吉川さんは，大学院時代から現在に至るまで，安定

同位体や物質循環モデリングを駆使して地球表層での

物質循環の研究をして来られました。北海道大学で

は，西部・中央部赤道太平洋の硝酸と沈降粒子の窒素

安定同位体比を測定し，西部赤道太平洋の“fresh

pool”と呼ばれる塩分の低い水塊中の硝酸の窒素同位

体比は表層にもかかわらず非常に低い値を示し，この

海域の硝酸は陸や窒素固定を由来とした窒素が起源で

あることを見いだされました。また，この fresh pool

が表層を覆っている海域の沈降粒子の窒素同位体比は

硝酸の窒素同位体比と同じく低い窒素同位体比を示

し，その季節変化は TRITONブイによって観測され

た塩分の変動と非常によく一致したことから，西部赤

道太平洋の沈降粒子の窒素同位体比は fresh poolとい

う塩分の低い水塊の移動に伴う硝酸の起源の変化をト

レースしていたことを見いだしました。これらの結果

から，過去に報告された氷期―間氷期サイクルに伴う

南北で異なる堆積物の窒素同位体比の変動は，氷期―

間氷期サイクルに同期した淡水流入経路の変動に伴う

硝酸の起源の変化をトレースしていた可能性が示唆さ

れ，現在の環境研究のみではなく，古環境の研究にも

波及する成果となっています。

また，オホーツク海の研究では，窒素同位体比の

入った海洋生態系モデルを構築し，実測が困難なブ

ルーム時の植物プランクトンの窒素同位体比について

考察を行い，ブルーム時における硝酸のみを取り込ん

だ植物プランクトンとアンモニアのみを取り込んだ植

物プランクトンの仮想的な窒素同位体比は有意に違う

値を示すことを見いだしました。また，各同位体分別

効果の沈降粒子の窒素同位体比に対する感度実験の結

果，植物プランクトンの硝酸・アンモニア取り込み時

と硝化時の分別効果に対して特に感度が大きいこと，

つまりそれらによって規定されていることを見いだし

ました。このように，観測とともに数値モデリングも

行うことで，これまでの実測値のみを用いた研究から

は明らかにできなかった新たな海洋窒素循環像を発表

されています。この研究は海洋窒素循環の研究につい

て，同位体モデリングという新たな手法を駆使して独

創的な知見を提示した物として高く評価されていま

す。

その後在籍した海洋研究開発機構では，海洋炭素循

環，陸域炭素循環，大気化学などの素過程モデルを物

理気候モデルへの組み込んだ地球システム統合モデル

の開発に参加されました。このモデルを用いた地球環

境変化予測実験の結果，地球温暖化に対して海陸生態

系は温暖化を約２５％も加速させる正のフィードバック

効果を示すことを見いだし，正確な地球環境変化予測

には気候と生態系の相互作用を考慮したモデルを用い

る必要があるという重要な成果を発表しています。ま

た，同モデルを用いて行った地球環境変化予測実験の

結果は IPCC第４次報告書にも掲載されています。
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現在在籍している東京工業大学では，これまで行っ

てきた海洋窒素循環研究のさらなる展開として，脱窒

菌法を用いた海水中の硝酸の窒素・酸素同位体比測定

や海洋生態系モデルへの窒素固定の導入をされていま

す。また，アイソトポマー（同位体分子種）を含む大

気化学輸送モデルを開発し，硫酸エアロゾルの大気循

環研究という新たな研究分野にも挑戦しています。吉

川さんの今後の更なる研究の飛躍を期待して紹介とさ

せて頂きます。

（東京工業大学大学院総合理工学研究科・吉田尚弘）

功労賞：中村俊夫会員（名古屋大学年代測定総合研究

センター）

受賞題目：「炭素１４測定法の確立とその適用による多

様な学術分野への貢献」

中村俊夫先生は，広島大学大学

院理学研究科物理学専攻において

理学博士の学位を取得された後，

１９８０年に名古屋大学アイソトープ

総合センターに赴任され，名古屋

大学の故中井信之理学部教授のも

と，１９８２年に日本で初めて導入

された名古屋大学タンデトロン加速器質量分析計

（AMS）１号機（米国 General Ionex社製，米国アリ

ゾナ大に次いで世界で２番目に導入）の立ち上げに尽

力されました。先生の努力の甲斐あり，この１号機は

１９８３年９月から炭素１４測定を開始し，その後順調に

２０００年７月末まで，学内共同利用機器として研究・教

育に，また，国内や諸外国の研究者の共同研究に盛ん

に利用されました（測定数８，６１２個）。この頃，先生の

お世話になった学生や研究者のなかには，現在の地球

化学分野の中核として活躍されている方が多くいらっ

しゃいます。

ところで，私が初めて中村先生にお会いしたのは，

１９９６年にポスドク研究員として，名古屋大学に赴任し

たときです。その当時，先生は名古屋大学年代測定資

料研究センター（アイソトープ総合センターから分離

して１９９０年に発足）の助教授をされていました。１号

機は今の AMSとは違ってマニュアル運転でしたの

で，先生は昼夜問わず測定のために１号機に張り付き

つつ，その横で論文の執筆やいろいろな書類の処理，

電話の応対などさまざまな業務をこなしていらっしゃ

いました。また，この１号機は学生や共同利用者が自

ら運転することもできました。先生は，利用者が１号

機を使っているときは隣の部屋に待機し，調子が悪く

なる度に呼びだされては“神の手”を操って魔法のよ

うに悪い箇所を直す，という日常を送られていまし

た。先生の“神の手”の恩恵を被った学生，研究者は

数知れません。

その後，２０００年には，名古屋大学タンデトロン

AMS２号機（オランダHVEE社製）が１号機に替

わって稼働し始めました。この２号機は自動化が進

み，利用者自らが運転する装置ではなくなってしまっ

たため，中村先生が魔法を駆使するところを利用者が

生で見る機会は残念ながら減ってしまいました。しか

し，今も時々，装置の調子が悪くなると，電子回路図

を広げ，悪くなった個所の基板を取り出し，ハンダご

てを握っている姿を見かけることがあります。装置の

調子が悪くて大変な思いをされているはずですが，こ

のとき，なぜだか修理している先生の後ろ姿は楽しげ

で，まさしく機械好きの少年そのものです。２号機も

先生の絶え間ない努力のおかげで順調に稼働し，現在

も活発に教育・研究に共同利用され続けています

（２０１０年１２月３１日までの測定数１６，５９１個）。これまで

に名古屋大学の AMS炭素１４測定結果をもとにした研

究で，のべ１７２名もの学生が学位を取得しており（学

士６２名，修士８４名，博士２６名），今後も増え続けるこ

とでしょう。先生は，このように３０年以上にわたり，

２台の AMSを通じて，日本における炭素１４測定を

リードしてこられました。近年，日本においても，一

般企業に AMS装置が導入され，炭素１４年代の依頼測

定が当たり前のことになってきていますが，これは先

生が AMS炭素１４年代測定の基盤を作り上げたおかげ

であると言っても過言ではありません。

しかし，中村先生の最たる功績は，物理学の素養を

もとにして AMSのハード面を整えただけではなく，

ソフト面においても，炭素１４を文系・理系を問わず幅

広い学術分野の時間情報ニーズとカップリングさせ，

その有用性を多方面に広く認識せしめたことです。先

生の多岐にわたる研究活動をまとめると，以下のよう

になります。１．AMSを用いた炭素１４年代測定法の

開発とその高精度化に関する研究，２．植物，炭化

物，貝化石，地下水・湖沼・海水，鉄製品等の多様な

試料からの炭素抽出と精製に関する開発研究，３．高

精度炭素１４年代測定を利用した文化財・人類紀環境の

学問融合研究の創成とその展開，４．炭素１４濃度をト

レーサーとして用いた遺体の死亡年齢と死亡年推定法

の創成研究，５．海洋や湖沼など様々な炭素シンクに
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おけるリザーバー効果の見積もりと暦年校正など。特

に考古学や文化財科学の分野において炭素１４年代測定

法の有用性を提示し，文理融合研究を推進した点は，

特筆すべき成果といえます。先生が携わった考古遺物

の炭素１４年代測定結果のなかには新聞等で報道され，

世間の注目を浴びたものも多く，社会・地域貢献の先

駆けともいうべき存在であったといえるのではないで

しょうか。先生の凄いところは，たとえどんなに多忙

であっても嫌な顔一つせず，どんな共同研究のどんな

試料でも，責任感をもって炭素１４測定を遂行される

点，そして共同利用の世話をしながら，自身の炭素１４

研究でも実績を挙げてきた点です。この点はまさに頭

が下がる思いであり，見習わなければいけないと，常

日頃から痛感しております。

以上，述べてきましたように，中村先生は AMS炭

素１４年代測定を通して，新たな地球化学分野を開拓

し，地球化学の有用性を多様な学術分野へ広く認識さ

せるという点で多大なる貢献をされました。今までの

蓄積をもとに，さらにこれからもますますアクティブ

にご活躍されることと思います。今回，日本地球化学

会功労賞をお受けになったことで，われわれの感謝の

気持ちが少しでも表現できたら幸いです。最後に，先

生の影には，これまでずっと炭素１４試料調製を全般的

に担ってきた技術補佐員の太田友子氏の尽力があった

ことも一言付け加えておきます。

（名古屋大学年代測定総合研究センター・南雅代）

●「柴田賞・学会賞・奨励賞・功労賞」２０１２年度受賞

候補者推薦の募集

日本地球化学会規定により，柴田賞・学会賞・奨励

賞・功労賞受賞候補者の推薦を募集いたします。つき

ましては，下記をご参照の上，会員各位のご関係で適

当と思われる受賞候補者を，自薦他薦を問わずご推薦

下さいますようお願いいたします。

候補者の資格：

（柴田賞）地球化学の発展に関し，学術上顕著な功績

のあった者。

（学会賞）地球化学の分野で特に優秀な業績を収めた

本会会員。

（奨励賞）地球化学の進歩に寄与するすぐれた研究を

なし，なお将来の発展を期待しうる本会会

員。受賞者の年齢は，２０１２年４月１日にお

いて満３５歳未満である（誕生日が１９７７年４

月２日以降である）ことを要する。

（功労賞）我が国の地球化学あるいは本会の発展に関

し寄与のあった者，または団体。

募集の方法：本会会員の推薦による。

推薦の方法：所定用紙に記載し，２０１２年１月３１日
ま
でに庶務幹事へ提出する（消印有効）。

提出先：豊田 栄（庶務幹事）

〒２２６―８５０２ 横浜市緑区長津田町４２５９

mailbox G１―１７

東京工業大学大学院総合理工学研究科

化学環境学専攻

Phone：０４５―９２４―５５５５，Fax：０４５―９２４―５５５５

E-mail: affairs@geochem.jp

推薦の書式は，学会ホームページからダウンロード

できます。

http://www.geochem.jp/prize/index.html

同様の書式をワープロ等で作成していただいても結

構です。

この件についてのお問い合わせは，本会庶務担当幹

事（上記）までお願いします。

●２０１２年度第１回鳥居基金助成の募集

２０１２年度第１回鳥居基金助成の応募の締め切りは，

２０１２年１月３１日（消印有効）となります。本学会ホー

ムページに応募要項がありますので，ご参照の上，応

募書類を提出して下さい。なお今回の助成の対象は，

２０１２年４月から２０１３年３月までの１年間に実施される

海外渡航及び国内研究集会となりますのでご注意下さ

い。

http://www.geochem.jp/prize/torii.html

申請手続

応募者は，学会ホームページからダウンロードした

申請書（�－A または�－B）を所定の期日までに

下記に提出して下さい。参考となる資料（海外派遣に

ついては業績リストおよび学会参加の場合は学会概要

等，国内研究集会については集会の案内・概要等）を

添付してください。なお，海外渡航により国際学会等

での研究発表を行う場合は，申請書の「研究の目的」

欄に，渡航にあたっての抱負や発表する論文の内容・

重要性などを記載して下さい。また，海外派遣に関し
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ては，他の研究助成金との重複受給は認められており

ませんので，ご注意下さい。

提出先：豊田 栄（庶務幹事）

〒２２６―８５０２ 横浜市緑区長津田町４２５９

mailbox G１―１７

東京工業大学大学院総合理工学研究科

化学環境学専攻

Phone：０４５―９２４―５５５５，Fax：０４５―９２４―５５５５

E-mail: affairs@geochem.jp

●２０１２～２０１３年度役員選挙結果報告

有効投票数 １６４票

会長

当選 吉田尚弘 次点 海老原 充

副会長

当選 山本鋼志 次点 植松光夫，鈴木勝彦

監事

当選 清水 洋 次点 松久幸敬

評議員（５０音順）

当選

板井啓明，岩森光，植松光夫，折橋裕二，川幡穂高，

小畑元，佐野有司，下田玄，高橋嘉夫，谷水雅治，谷

本浩志，角皆潤，原田尚美，日高洋，平田岳史，益田

晴恵，丸岡照幸，南雅代，圦本尚義，横山祐典

次点

橘省吾，平野直人

評議員会議事録

●２０１１年度第２回評議員会議事録

日時：６月から８月（電子メールによる審議および無

記名投票）

１．議事

１．１．GJ論文賞，学会賞等の受賞者の決定

GJ論文賞候補の選考結果が佐野 GJ編集委員長

より，学会賞等候補の選考結果が野尻学会賞等選考

委員長より示された。これを受けて，評議員会にお

いて審議し，以下の受賞者が決定した。

GJ論文賞：“Helium in old porcelain: The his-

torical variation of the He isotopic composition in

air” by Jun-ichi Matsuda, Takuya Matsumoto and

Akihisa Suzuki

学会賞：横内陽子会員

「大気中の揮発性有機化合物の動態に関する地球

化学的研究」

奨励賞：黒田潤一郎会員

「オスミウム，鉛同位体比を用いたマントル活動

と表層環境変動のリンクに関する研究」

奨励賞：西澤 学会員

「地球化学と微生物学の結合による生元素循環の

進化に関する研究」

奨励賞：吉川知里会員

「窒素同位体比および物質循環モデルを用いた海

洋窒素循環に関する研究」

功労賞：中村俊夫会員

「炭素１４測定法の確立とその適用による多様な学

術分野への貢献」

１．２．名誉会員候補者の決定

吉田名誉会員推薦委員会委員長より推薦のあった

３名について，無記名投票を行った。３名とも評議

員２／３以上の賛成があったことから，名誉会員候補

者として総会に提案されることとなった。

１．３．GJ新編集長の決定

GJ編集委員長選考委員会は，評議員会申し合わ

せ（６月２２日送付第１回評議員会議事録参照）に

沿って選考をすすめ，圦本尚義会員を次期 GJ編集

委員長候補者として選出した。これを受けて，評議

員会において審議した結果，圦本尚義会員が次期

GJ編集委員長（２０１２年１月から）として承認され

た。

２．意見交換

会則１３条の改定について，第３回評議員会前に電

子メールにて意見交換を行った。

（庶務幹事・三澤啓司）

●２０１１年度第３回評議員会議事録

日時：２０１１年９月１３日１３時２０分から１７時４５分

場所：北海道大学術交流会館第一会議室

出席者：海老原会長，吉田副会長，松久監事，鍵，川

口，川幡，下田，鈴木，高橋，瀧上，橘，谷

水，谷本，西尾，松枝，丸岡，山中，山本評

議員，三澤

欠席者：中井，野尻，平野，松本評議員，佐野 GJ編

集委員長
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１．審議事項

１．１．Goldschmidt Conference Fukushima Session

における Statement

Goldschmidt Conference Fukushima Sessionに

おける声明文が会長より提示され，承認された。３

学協会と Cambridge Pressの Goldschmidt Con-

ference のHP web上で公開される予定。学会HP

のトップに，しばらくの間公開しておく。

１．２．中国地球化学会との Agreement

Chinese Society for Mineralogy, Petrology and

Geochemistryとの連携に関する覚書の取り交わし

にむけて，相互に交流を持つことが了承された。支

出を伴う事柄に関しては，両者の間で充分に詰めて

おく。吉田新体制が発足次第覚書を取り交わし，２

年ごとに更新を行う。自動延長とはしない。

１．３．次期評議員会への申し送り事項および検討事項

１．３．１．２０１２～２０１３年度評議員会への申し送り事項

１）IAGC（国際地球化学連合）や Geochemical So-

ciety（（米国）地球化学会），European Associa-

tion of Geochemistry（欧州地球化学連合），Chi-

nese Society of Mineralogy, Petrology and Geo-

chemistry（中国鉱物岩石地球化学会）との連携

を一層強化し，国際的交流を通して会の活動をよ

り一層活性化して欲しい。

２）Goldschmidt Conferenceにおける本学会の立

場（主催３団体の１つ）を堅持して欲しい。GJ

賞の授賞式，ブース展示，参加登録費の割引を引

き続き継続して欲しい。Goldschmidt Conference

での GJ賞の授賞に併せて，授賞レクチャーをプ

ログラムに組み入れてもらうようにして欲しい。

Goldschmidt Conferenceのプログラム委員に地

球化学会会員を積極的に推薦して欲しい。

３）Geochemical Journalの将来的展望を引き続き

議論し，会の財政と整合させつつ，論文誌として

の発展を期して欲しい。

４）日本地球惑星科学連合，日本化学連合との関係

を適宜見直し，地球化学会のプレゼンスを高めて

欲しい。

１．３．２．２０１２～２０１３年度評議員会での検討事項

１）JSPS育志賞，文科省科学技術分野の文部科学

大臣表彰受賞候補者，若手科学賞受賞候補者など

の推薦依頼をどうあつかうかを明確に決める。

２）地球惑星連合大会プログラム委員を他の一連の

委員とともに，会期の初めにきめておく。プログ

ラム委員の任期は１年だが，２年任期とすると好

都合。評議員の中から選ぶ場合，２年間は評議員

から外れることもあるが，評議員である必要はな

いので，問題にならない。

１．４．会則改定

会則１３条の改定について

審議され，改定「会務を執行するための幹事若干

名をおく。幹事は評議員の承認を経て評議員の中か

ら会長が委嘱する。幹事は会長，副会長，会誌編集

委員長とともに幹事会を構成する」を総会にて審議

することが了承された。

１．５．GJ出版社の選定

選定案として，会長から選定経緯について説明が

あり，テラパブと３年契約を締結することが急激な

変化を伴わない最善策であるということで了承され

た。

１．６．地学オリンピック日本開催中止にともなう協賛

金の取り扱い

東日本大震災のために中止となった地学オリン

ピック日本開催への共催金５万円は，学会に返却し

てもらうことが了承された。

１．７．総会にむけて

事業報告，事業計画，会計報告，会計中間報告，

予算が庶務幹事，会計幹事から提示され，承認され

た。

２．報告事項

２．１．鈴木選挙管理委員長より選挙結果報告がなされ

た。

２０１２～２０１３年度役員選挙結果（有効投票数１６４

票）

会長：吉田尚弘，副会長：山本鋼志，監事：清水洋

評議員：板井啓明，岩森光，植松光夫，折橋裕二，

川幡穂高，小畑元，佐野有司，下田玄，高

橋嘉夫，谷水雅治，谷本浩志，角皆潤，原

田尚美，日高洋，平田岳史，益田晴恵，丸

岡照幸，南雅代，圦本尚義，横山祐典

２．２．庶務幹事報告（三澤幹事）

２．２．１．文科省「若手科学者賞」への推薦１件を行っ

た。

２．２．２．大学評価・学位授与機構機関別認証評価に係

る専門委員（平成２３年度実施分）：学会推薦の候補

者を専門委員とすることは見送られたとの報告を受

けた（８月）。
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会員種別 人数 契約口数 冊子希望 不要

一般正会員 ７４７ ３２１ ４２６
学生正会員
うち，学生パック

１３１
（５６）

７７
（２９）

５４
（２７）

シニア正会員 ６４ ３３ ３１
賛助会員 ９ ９ ８ １
名誉会員 ８ ５ ３

合計 ９５９ ４４４ ５１５
（寄贈） １７
（GJ発送総数） ４６１

２．２．３．国際文献倉庫に保管していた雑誌等の廃棄に

ついて，見積もりは以下の通り。荷役料（倉庫内へ

の入庫・出庫料各々１回）８０円×５０箱＋８０円×２５箱

＝６０００円，溶解廃棄（１箱）６００円×２５箱＝１５，０００

円，作業手数料（半日／人）１５，０００円計３６，０００円。

不要なものはすみやかに廃棄する。

２．２．４．GJページ単価

テラパブより提示された１２，１９０円（消費税抜き）

が２０１１年度のページ単価となった。

２．２．５．２０１１年後期鳥居基金助成は，岨康輝（北大大

学院）さん「12th International Coral Reef Sympo-

siumへの参加」が採択となった（１０万円）。応募

２件中１件採択。

２．３．会計幹事報告（谷水幹事）

２０１１年８月３１日現在。

２．３．１．２０１０年会計決算松久監事の監査済収支では１５０

万円弱の赤字（そのうち約５０万円は２００９年度以前の

未払い）会費収入はほぼ横ばいだが，出版助成額お

よび刊行物売上額が減少。

２．３．２．２０１１年中間報告（７３１までを反映）支出：おお

むね昨年と同様出版助成の減額がそのままだと収入

減円高が続くと刊行物売上額減少。

２．３．３．２０１２年予算（案）収入：２０１０．７．３１時点の総会

員数から単純に収入額を計算出版助成は２９０万円か

ら２７０万円に減額幹事経費および旅費を減額して対

応しているがやはり１００万円近い赤字になる見込。

２．３．４．鳥居基金と GS基金鳥居基金：２０１１年度は２

件採択，２０１０年末の残予算２５０万円 GS基金：今年

度請求書類未着（今年度の支払いなし），残予算１８８

万円。

２．３．５．その他

立正大学年会 LOCからの寄付５０万円と海外から

の寄付（震災チャリティーの収益金）は，基金化し

て有効に活用することが了承された。

２．４．会員幹事報告（丸岡幹事）

２．４．１．賛助会員になって雑誌を購入することはでき

ないかとの問い合わせがあった（１件）。丸善を経

由して購入されるのがよいが（昔からそのようにし

ている。そうするように地球化学会からの指示が

あった），もし購入できない場合は，テラパブ経由

で購入できると回答した（結果をどうしたのかどち

らからも報告が無いので不明）。

２．４．２．＠geochem.jpアカウントの個人利用の案内

メールニュース，印刷版ニュース（３／２５発行）に

情報を掲載した。しかし，利用希望者は「０」であ

る。転送だけの機能だとそれほど魅力に思われない

模様。

２．４．３．４月になり住所不明者が出てきたので連絡

東大・大気海洋研究所の移転後，郵便転送が終わ

り，その所属の数名に郵便物が届いていなかった。

連絡を取り住所を修正。

２．４．４．その他，学生会員が会に連絡せずにそのまま

ということがあるので，指導教官に連絡を取ってい

る。入会承認のメールに GJ冊子体の購入希望者数

を記録して送っている。会費未納者に対して督促請

求のための手紙を送付した（加えて一部催促のメー

ルも送っている）。内訳１～２年目の未納者１２７名

（うち海外１０名），３年目の未納者２２名（これで未

納の場合は除籍）（うち海外２名）計１４９名。督促は

例年３月および６月に行われている。２回目の督促

は例年６月末ごろ発送し，７月３１日を納入期限とし

ている。今年は震災等の影響で第１回の督促請求が

遅れ，７月末発送，８月３１日を納入期限とした（す

でに６名の方から納付済み）。昨年度は１９名に３年

未納で発送し，１４名が除籍となった。

日本地球化学会会員数（２０１１年８月３１日）

会員異動（２０１１／０２／０１～２０１１／８／３１）

会員異動（２０１１／０２／０１～２０１１／８／３１）

【入会】

（２月）

（一般正会員）

９２８２７２２ 奥地拓生 オクチタクオ

岡山大学・地球物質科学研究センター

９２８２７２３ 小松睦美 コマツムツミ

早稲田大学教育学部・地球科学教室

（学生パック）

９２８２７２４ 高柳栄子 タカヤナギヒデコ
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名古屋大学大学院環境学研究科・地球環境

科学専攻

（３月）

（学生パック）

９２８２７２５ 吉田健太 ヨシダケンタ

京都大学理学研究科地球惑星科学専攻・地

球物質科学講座・岩石学分野

（４月）

（正会員）

９２８２７２８ 和田茂樹 ワダシゲキ

筑波大学・下田臨海実験センター

（５月）

（正会員）

９２８２７３０ 大友陽子 オオトモヨウコ

�独海洋研究開発機構高知コア研究所・地下
生命圏研究グループ

９２８２７３２ 谷 晃 タニアキラ

静岡県立大学環境科学研究所・植物環境研

究室

９２８２７３４ 玉村修司 タマムラシュウジ

幌延地圏環境研究所・地下水環境研究グ

ループ

（６月）

（一般正会員）

９２８２７３８ 佐藤 暢 サトウヒロシ

専修大学・経営学部

９２８２７４０ 坪井一寛 ツボイカズヒロ

気象研究所・地球化学研究部

（学生正会員）

９２８２７３１ 菊池早希子 キクチサキコ

広島大学大学院理学研究科・地球惑星シス

テム学専攻

（学生パック）

９２８２７２６ 藤谷 渉 フジヤワタル

東京大学大学院理学系研究科・地球惑星科

学専攻

９２８２７２９ 上野昂幹 ウエノコウキ

筑波大学大学院生命環境科学研究科・生命

共存科学専攻

９２８２７３９ 山口 祥 ヤマグチアキラ

広島大学大学院理学研究科・地球惑星シス

テム学専攻

９２８２７４３ 小原北士 オバラホクト

富山大学大学院理工学教育部・地球科学専

攻

９２８２７４４ 高地吉一 コウチヨシカズ

富山大学大学院理工学教育部・地球科学専

攻

（７月）

（一般正会員）

９２８２７２７ 阿部なつ江 アベナツエ

�独海洋研究開発機構・地球内部ダイナミク
ス領域

９２８２７３３ 青山道夫 アオヤマミチオ

気象研究所・地球化学研究部

９２８２７３５ 谷 篤史 タニアツシ

大阪大学大学院理学研究科

９２８２７３６ 水野 崇 ミズノタカシ

�独日本原子力研究開発機構・東濃地科学研
究ユニット

９２８２７４７ 伊藤由紀 イトウユキ

財団法人 電力中央研究所・地球工学研究

所・地圏科学領域

９２８２７５３ 渋谷岳造 シブヤタカゾウ

�独海洋研究開発機構・プレカンブリアンエ
コシステムラボ

９２８２７６０ 斉藤 哲 サイトウサトシ

総合地球環境学研究所・食リスクプロジェ

クト研究室

９２８２７６１ 稲村 修 イナムラオサム

魚津市教育委員会・魚津水族博物館

（学生正会員）

９２８２７３７ 岡林克樹 オカバヤシカツキ

大阪市立大学大学院理学研究科

９２８２７６４ 石田章純 イシダアキズミ

東北大学大学院・理学研究科地学専攻

９２８２７４６ 中易佑平 ナカヤスユウヘイ

富山大学理工学教育部・生物圏環境科学専

攻

（学生パック）

９２８２７４１ 阿部健康 アベタケヤス

東北大学大学院理学研究科・地学専攻・島

弧マグマ学研究室

９２８２７４２ 都築達矢 ツヅキタツヤ

上智大学大学院理工学研究科・理工学研究

室

９２８２７４８ 望月智貴 モチヅキトモキ

静岡県立大学大学院・生活健康科学研究科
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９２８２７５０ 坪井辰哉 ツボイタツヤ

静岡大学理学研究科・地球科学専攻

９２８２７５１ 永田啓晃 ナガタヒロアキ

名古屋大学大学院環境学研究科・地球環境

科学専攻・地球化学講座

９２８２７５２ 向高 新 ムコウタカアラタ

東京工業大学大学院総合理工学研究科・化

学環境学専攻

９２８２７６３ 永井友一朗 ナガイユウイチロウ

東京工業大学大学院理工学研究科・地球惑

星科学専攻

（８月）

（一般正会員）

９２８２７５９ 田村明弘 タムラアキヒロ

金沢大学理工学域・地球学教室

（学生正会員）

９２８２７５８ 明星邦弘 ミョウジョウクニヒロ

東京工業大学大学院理工学研究科・地球惑

星科学専攻

（学生パック）

９２８２７４９ 中畑良紹 ナカハタヨシツグ

東北大学大学院理学研究科地学専攻・地球

惑星物質科学講座

９２８２７６５ 荒岡大輔 アラオカダイスケ

東京大学大気海洋研究所・海洋底テクトニ

クス分野

９２８２７６６ 安田早希 ヤスダサキ

九州大学大学院理学府・地球惑星科学専攻

９２８２７６７ 坂本祐樹 サカモトユウキ

東北大学大学院理学研究科・地学専攻

９２８２７６８ 横田和也 ヨコタカズヤ

東北大学大学院・理学研究科地学専

９２８２７６９ 藤原将智 フジワラマサトモ

広島大学大学院理学研究科・地球惑星シス

テム学専攻

【退会】

（２月）

９２８２６１３ 伊藤絵理佳 学生正会員

（３月）

３２８０２８３ 増田彰正 名誉会員 ２０１１／３／１７ご逝去

（４月）

（正会員）

３２８１６９１ 小室光世 正会員

９２８２５２１ 澤野真規 学生正会員

９２８２６６４ 安齋博哉 学生正会員

（５月）なし

（６月）なし

（７月）なし

（８月）なし

【会員種別変更】

（２月）

変更前 変更後

３２８１４０８ 島村 匡 一般正会員 シニア正会員

（３月）

９２８２４３６ 新原隆史 学生正会員 一般正会員

（４月）

９２８２５５８ 城谷和代 学生正会員 一般正会員

９２８２６１４ 松倉誠也 学生正会員 一般正会員

９２８２６３３ 塚崎あゆみ 学生正会員 一般正会員

（５月）

９２８２３８２ 賞雅朝子 学生正会員 一般正会員

９２８２３８４ 東郷洋子 学生正会員 一般正会員

９２８２３９４ 荒川 雅 学生正会員 一般正会員

９２８２５６３ 柏原輝彦 学生正会員 一般正会員

（６月）

９２８２４２３ 中村英人 学生正会員 一般正会員

９２８２６６３ 中村明博 学生正会員 一般正会員

（７月）

３２８０５０６ 茂野 博 一般正会員 シニア会員

（８月）なし

２．５．ニュース幹事活動報告（谷本幹事）

２．５．１．電子メールニュースの配信。２０１１ No．００１～

１０４まで，合計１０４件のメールニュースを配信した

（８月２７日現在）。

２．５．２．ニュースレター No．２０４を「地球化学 Vol．４５，

No．１」巻末で発行した（２０１１年３月２５日）。

２．５．３．ニュースレター No．２０５を「地球化学 Vol．４５，

No．２」巻末で発行した（２０１１年７月１０日）。

２．５．４．ニュースレター No．２０６を発行予定（２０１１年

９月５日発行予定）。

２０１１年度日本地球化学会年会のお知らせ� ２０１１

年度第１回評議員会議事録，院生による研究室紹介

No．２１ 東京大学大気海洋研究所海洋底科学部門海

洋底テクトニクス分野（川幡穂高教授）。書評 地

球表層環境の進化―先カンブリア時代から近未来ま

で（川幡穂高）。

２．６ 広報委員会報告（鈴木幹事）
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２．６．１．学会ホームページ

２．６．１．１．地球化学会サイトにおける「会員の研究成

果」宣伝ページの開設について（原田委員担当）

学会ホームページのトップページでは，GJのエ

クスプレスレターについては必ず紹介文を依頼し掲

載している。こちらから依頼するのは Nature, Sci-

enceなど一般誌にでた場合のみにし，専門誌への

成果の紹介については，別途「会員による最近の研

究成果」というページを新設した。

７月に１件の掲載があって以降は，掲載希望はな

い。さらに，トップページでは，学会員の最新著書

の紹介，学会各賞・鳥居基金の受賞者紹介，学会活

動の様子を写した画像なども掲載していく予定であ

る。

２．６．１．２．広告の募集ウェブ広告は，テラパブとオー

テックの広告が掲載されている。今後も評議員，広

報委員の方々にぜひ取引業者に広告を依頼してほし

い。広告料金に含まれているもの：トップページの

バナーリンク先の１ページ分（サイズ制限なし）。

地球化学会メーリングリストによる宣伝（年１２回ま

で）。アクセス数：２万弱／月。テラパブのクリッ

ク数は，約１４０／月となっている。

２．６．２．講師派遣（山本委員，小木曽委員担当）

２０１０年１月から開始した講師派遣事業も約１年

半，順調に派遣を行っている。派遣講師登録数：４７

名（メールニュースでも再度募集のお知らせを行っ

た）。出張依頼：２１件。

学会から講師派遣事業（講師の旅費）に２０万円手

当されることになった（基金化）。派遣のための講

師旅費は，以下の通り。丸岡会員：神奈川県立横浜

清陵総合高等学校，３３２０円。板井会員：香川県立観

音寺中央高等学校，６６００円。海老原会員：北杜市立

甲陵高等学校，未払い。

２．６．３．学会ブース

２．６．３．１．２０１１のブース（下田広報幹事担当）

以下の広報活動を行い，国内外の研究者に，GJ

の冊子体，CD，ロゴ入りボールペンなどを配布し

た。EAGの事務局メンバーとも毎年コミュニケー

ションが行われ，また，GJ賞の授賞式，福島セッ

ションなど，さまざまな場で，広報担当者と各学会

の責任者と話しをする機会を持った。

学会のウェブページで，Goldschmidtでの様子

を表す写真の掲載依頼を行っている。

１）Fukushima Reviewのセッションに関する宣

伝ポスター（１枚）

２）海老原会長による福島原発事故に関してのメッ

セージ（ビラで５０部程度）

３）日本地球化学会パンフレット（英文：２００部）

４）Express Letterの宣伝ビラ（１００部）

５）GJ冊子体（２０１１年１，２，３号各２０部，２０１０

年については各１０部）

６）GJ CD（１００枚）

７）学会旗

８）デスク（１台），椅子（２台）の増設

９）学会ロゴ入りボールペンの無料配布（１００本位）

２．６．３．２．年会でのブース

地球化学講座第８巻の販売，派遣講師の募集など

の役割を終えたこと，広報委員もセッションの主催

や発表などブースのマネッジメントが容易ではない

ことを考慮し，札幌年会では広報ブースを設けな

い。

２．６．３．３．学会パンフレット・GJチラシ配布

評議員が国内外の研究集会に参加する際に，広報

委員会に事前に連絡があれば，パンフ・チラシ使っ

た広報活動が可能である。

２．７．企画幹事（鍵幹事）

横浜国立大学と連携して行う理数系教員（コア・

サイエンス・ティーチャー：CST）養成拠点構築

について説明があった。

２．７．１．CST養成プログラムに地球化学会会員（講師

派遣事業に参加している会員が望ましい）による

ショートコース（１日）を組み入れ，地球化学にな

じみの薄い小学校・中学校教員，大学院生に話題を

提供する。

２．７．２．ショートコースの講演と講師派遣事業のリス

トをもとにして，CST候補者（現職教員）が，本

人の勤務校（あるいは，近隣の学校の合同）におい

て開催する子供向けの出前授業の企画をたて，日本

地球化学会の講師派遣事業をお願いし，担当講師と

の打ち合わせによる学校や子供の状況の説明と講演

内容の理解，学校現場での周知，調整などを横浜国

立大学の CST事業担当教員の助言を受けながら

も，主体的に実施することで企画・運営能力をスタ

ジオ型教育（実践的な活動を中心とした教育）によ

り養成する。

２．７．３．来年度の年会開催地は，九州大学箱崎キャン

パス（大会委員長は，吉村会員）。

２．８．Geochemical Journal関連報告（佐野 GJ編集
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委員長）

２．８．１．２０１１年発行状況（８月２５日現在）２０１１年 No．

３は６月に配布された。２０１１年の No．４は近々配

布される予定である。

２．８．２．２０１１年編集状況（８月２５日現在）前回報告し

た ２０１１年５月１３日からの状況は次の通り。

特集号として以下の提案がある。

第５７回年会「南太平洋―パタゴニア地域の地球科学

総合研究」セッションに基づく特集号―代表：東

大地震研・折橋さん

２０１１年ゴールドシュミット会議「Fukushima Re-

view」および第５８回年会「災害による環境汚染

および復興の地球化学」に基づく特集号―代表：

首都大・海老原さん，東工大・吉田さん

第５８回年会「水圏環境地球化学―佐竹洋先生記念シ

ンポジウム」に基づく特集号―代表：富山大・張

さん

２．８．３．GJの表紙デザイン変更については，年会期

間中にアンケートをとる（原稿デザインも含め

て）。その結果を踏まえて，圦本新編集長体制への

移行とともに表紙デザインを変更する。

２．９．和文誌「地球化学」関連報告（高橋「地球化学」

編集委員長）

２．９．１．CiNiiでの創刊号以降の全文公開について最

新号については順次掲載済み（４４巻４号～４５巻２

号）（最新号については順次発刊後約３ヶ月後の公

開となる）。バックナンバーについては，現在 CiNii

側で作業を行っており，１１月頃公開開始予定。なお

J-Stageが投稿システムの利用を提供する予定があ

り，CiNiiから J-Stageへの変更を検討中。

２．９．２．発刊予定

【２０１１年 Vol．４５，No．３】

日本地球化学会賞受賞記念論文・鈴木和博「EPMA

による Th-U-Pb化学アイソクロン年代測定法の

開発と鉱物粒子年代測定への展開」

日本地球化学会奨励賞受賞記念論文・谷水雅治

「ICP質量分析法を用いた重元素安定同位体比

の精密測定による地球化学の新展開」

日本地球化学会奨励賞受賞記念論文・福士圭介「先

進的表面錯体モデリングによる酸化物への陰イオ

ン吸着挙動の予測」

企画総説「地球化学の最前線」臼井寛裕「近年の火

星隕石研究・火星探査から得られた新しい火星の

描像」

博士論文抄録・荒川雅「中性子回折及び赤外分光法

による氷の水素秩序化の研究」

【２０１１年 Vol．４５，No．４】

特集号「アストロバイオロジー」（ゲストエディ

タ：薮田ひかる）

大場康弘ほか「星間分子雲内部における二酸化炭素

生成に関する実験的研究」，大竹翼，渡辺由美子「硫

黄同位体から読み取る太古代地球の表層環境：現状と

その問題点」，杉谷健一郎「西オーストラリア・ピル

バラ地塊における前～中期太古代化石記録とその生物

進化史における意義」，駒林鉄也「地球深部物質学か

ら見たアストロバイオロジー」，大原祥平「化学進化

に果たした硫化鉱物の役割」，中村謙太郎，高井研「海

底熱水系の生物地球化学：海底熱水の化学的多様性は

熱水生態系を規定するか？」，杉田精司「火星のアス

トロバイオロジー探査はどこまで進んだか」

２．９．３．査読中報文

現在２編が査読中。

３．その他

GJのめざす方向性および IFをあげる方策につ

いて，意見交換をおこなった。

（庶務幹事・三澤啓司）

●２０１１年度第４回評議員会議事録

日時：２０１１年９月１６日８時００分から８時４５分

場所：北海道大学地球環境科学研究院 D―２０１

出席者：海老原会長，吉田副会長，鍵，川口，川幡，

下田，鈴木，高橋，瀧上，橘，谷水，谷本，

西尾，松枝，丸岡，山中，山本評議員，佐野

GJ編集委員長，三澤，（次期）板井，岩森，

植松，小畑，折橋，原田，日高，平田，益田，

南，圦本評議員

欠席者：瀧上，橘，中井，平野，松本，山中評議員，

清水次期監事，川幡，角皆，横山次期評議員

新旧評議員の申し送り，引き継ぎ等を行った。

前期（２００８～２００９年度）評議員会から今期（２０１０～

２０１１年度）評議員会への申し送り事項について，海老

原会長より総括がなされた。

１）IAGC（国際地球化学連合）や Geochemical Soci-

ety（米国地球化学会）との国際連携を活性化した。

IAGCの国内対応体として日本学術会議に設置され
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ている IAGC小委員会の活動については，強化で

きなかった（IAGCの国内対応母体としての意義付

けができないことに起因）。

２）Goldschmidt会議における本学会のスポンサー

としての定位置を堅持し，GJ賞の授賞式，ブース

展示，参加登録費の割引適用など継続した。また，

Goldschmidt会議でのセッションの提案について

は，不充分であった。

３）学会の法人化について，学会の対処方針を明確に

し，他学会の情勢や連合内での本学会の位置づけも

考慮しながら，検討を進めた。

４）Geochemical Journalの現状と中長期的な展望に

ついて議論した。地球化学分野の代表的国際誌とし

ての地位や知名度を一層高める，学会員の投稿を増

やす，Web閲覧者の増加に努める，impact factor

を上昇させることについて，具体的な方策を講ずる

ことはできなかった。

５）「地球化学」の和文誌としての評価・役割を高

め，論文の著作権（過去の論文も含めて）を学会で

保有するシステムを確立した。また，「地球化学」

の電子化（印刷経費の縮小のため）についても長期

的視点から検討した。

６）学会員への特典の維持・拡張を図り，日本地球惑

星科学連合との棲み分けを明確にし，現在の会員増

加傾向を維持した。

７）学会 webページ上での質問応答，年会時のプレ

ス発表，講師派遣など，学会から一般社会への PR

を積極的に行った。

８）冊子体の名簿号を廃止するにあたり，これまで名

簿号に合本されてきた「日本地球化学会ハンドブッ

ク」について，適宜学会 web siteへの移植を進め，

完了した。

９）各幹事・委員会への活動経費支給方式の見直しを

行い，必要な経費が適時適切に支給される会計シス

テム構築に着手した。

１０）「地球と宇宙の化学事典」の編集作業を鋭意進め

たが，出版には至らなかった。

２０１２～２０１３年度評議員会への申し送り事項

海老原会長から以下の項目が提示された。

１）IAGC（国際地球化学連合）や Geochemical Soci-

ety（米国地球化学会），European Association of

Geochemistry（欧州地球化学連合），Chinese Soci-

ety of Mineralogy, Petrology and Geochemistry

（中国鉱物岩石地球化学会）との連携を一層強化

し，国際的交流を通して会の活動をより一層活性化

して欲しい。

２）Goldschmidt Conferenceにおける本学会の立場

（主催３団体の１つ）を堅持して欲しい。GJ賞の

授賞式，ブース展示，参加登録費の割引を引き続き

継続して欲しい。Goldschmidt Conferenceでの GJ

賞の授賞に併せて，授賞レクチャーをプログラムに

組み入れてもらうようにして欲しい。Goldschmidt

Conferenceのプログラム委員に，地球化学会会員

を積極的に推薦して欲しい。

３）Geochemical Journalの将来的展望を引き続き議

論し，会の財政と整合させつつ，論文誌としての発

展を期して欲しい。

４）日本地球惑星科学連合，日本化学連合との関係を

適宜見直し，地球化学会のプレゼンスを高めて欲し

い。

５）名簿号の代わりとなっているWeb情報を，引き

続き担当幹事が更新する。

検討事項として，以下の２項目が挙げられた。

１）JSPS育志賞，文科省科学技術分野の文部科学大

臣表彰受賞候補者，若手科学賞受賞候補者などの推

薦依頼をどうあつかうかを明確に決める。

２）地球惑星連合大会プログラム委員を他の一連の委

員とともに，会期の初めにきめておく。プログラム

委員の任期は１年だが，２年任期とすると好都合。

評議員の中から選ぶ場合，２年間は評議員から外れ

ることもあるが，評議員である必要はないので，問

題にならない。

引き続き，新評議員会構成員で会合を持った。議事

に先立ち，構成員の自己紹介を行った。

議事１：評議員の追加委嘱について

日本地球化学会役員選出細則第６条３評議員の追加

選出「学会の運営上必要と認めた場合には，会長は評

議員会の議をへて評議員を追加委嘱することができ

る」により，豊田栄会員を追加委嘱したいと吉田次期

会長より提案があり，承認された。

議事２：新幹事の委嘱について

吉田次期会長より，内諾を得ている次期幹事候補者

の紹介があり，委嘱することが認められた。幹事の職

務については，前幹事より整理された内容を引き継

ぎ，適宜，役割分担を修正して行うこととした。
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庶務幹事：豊田栄，会計幹事：南雅代，広報幹事：

原田尚美，ニュース幹事：川幡穂高，企画幹事：平田

岳史，会員幹事：下田玄。

前日の総会において会則の変更が承認されたことに

伴い，会誌の編集委員長圦本（GJ），高橋（地球化

学）両次期評議員も幹事会構成員となる。

議事３：その他

３．１．幹事会構成員，評議員会構成員の間で連絡を密

にして，会務にあたることを確認した。

３．２．山本次期副会長より，将来計画委員会に複数の

WGをたてること，主に評議員の方に加わっていた

だくこと，議論は吉田次期会長にも Ccをするなど

して意思疎通に努めることなどが提案され，認めら

れた。

３．３．新幹事メンバーが残り，いくつかの緊急対応案

件の確認と，連絡を密にして会務に臨むことを再確

認した。

（庶務幹事・三澤啓司）

研究集会報告とお知らせ

●２０１１年度第１回鳥居基金助成報告（TE‐７０）

氏名：橋口未奈子（北海道大学大学院理学院自然史科

学専攻）

助成：国内研究集会

課題：２０１１年度日本地球化学若手シンポジウム

日本地球化学会「鳥居基金」の助成を受け，日本地

球化学若手シンポジウム２０１１を北海道（北大大滝セミ

ナーハウスおよび湖畔の宿 洞爺かわなみ）において

２０１１年９月１６日～１８日（２泊３日）にわたって開催し

ました。本シンポジウムは，１９７７年以降ほぼ毎年開催

されてきた地球化学若手会から数えて，２０１１年度で通

算３３年目となり，昨年同様地球化学年会と連続で開催

しました。全国の大学・研究機関から計２９名の方々が

参加し，内訳は，修士課程９名，博士課程１５名，PD

以上の方３名，そして招待講演の先生方３名でした。

シンポジウムでは，招待講演３件，口頭発表９件，ポ

スター発表１６件，グループワーク，野外巡検（エクス

カーション）を行いました。招待講演では，３名の先

生方―大野剛先生（学習院大学・助教），原田尚美先

生（海洋開発研究機構・チームリーダー），薮田ひか

る先生（大阪大学・助教）をお招きし，最新の研究内

容を交えて，ご専門の分野に対するこれからのビジョ

ンについてご講演いただきました。参加者からは，非

常に興味深いお話だった，研究に対するモチベーショ

ンが上がった，という意見を多数頂きました。

今年度のポスター発表は，ポスターセッションとい

う発表の時間だけでなく，懇親会兼ポスター発表の時

間を作ることで，飲み物食べ物を片手に，より話しや

すく深い議論が出来るような時間作りを目指しまし

た。参加者の方々からも，固くなりすぎず話しやす

かったという意見を頂きました。しかし，発表のコア

タイムをきちんと設けなかったため，発表する側と聞

く側をきちんと分けた方が良いとのご指摘も頂きまし

た。

２日目に行ったグループワークでは，

①「研究」とは

②「サイエンス」とは

③「論文」とは

④ 地球化学にしか出来ないこととは

⑤ 他分野から取り込みたいこと（分析手法，知識な

ど）

という５つのテーマについて，５～６名ずつのグルー

プでディスカッションして頂きました。１時間ディス

カッションをして頂き，その後各グループでディス

カッションのまとめについて１分程度で発表をして頂

きました。

参加者の方々からは，

・哲学や考え方について他の方々と議論出来て面白

かった。

・１つのテーマに対して議論し合うことは普段あまり

無いので，貴重な時間だった。

・簡素でありながら奥深いテーマでしっかり議論が出

来た。

などの肯定意見と，

・テーマによっては難しすぎた。

・同じテーマを複数のグループでやると良い

・発表時間が少なかったのでもう少ししっかりやって

欲しかった。

というご指摘を頂きました。

グループワークは，昨年度の若手シンポジウムで初

めて企画された新しい試みです。今年度は長時間を費

やすことの無い企画とし肯定意見を頂きましたが，来

年度以降グループワークを継続する場合は，テーマ設

定や時間配分について改善して行く必要があると思い

ます。

３日目のセミナー終了後にはエクスカーションとし
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て有珠山の巡検を行いました。巡検では，上澤真平さ

ん（北海道大学 PD），塩谷和樹さん（北海道大学M

１）に案内して頂き，２０００年の有珠山噴火で被害に

遭った建物，未だ湯気が出ているなまなましい火口の

様子などを見学しました。あいにく雨の中の巡検でし

たが，

・噴火の被害がそのまま残っていて驚いたが，大変興

味深かった。

・フィールドに行く機会が少ないので，非常に楽し

かった。

・詳しい解説をして頂き，勉強になった。

などの感想を頂き，非常に好評でした。

全体を通して，参加者から頂いた肯定意見が多く，

本シンポジウムは成功だったと感じています。シンポ

ジウムのプログラムや当日の写真など，詳細について

は地球化学若手シンポジウム２０１１ウェブサイトに掲載

しています。

本シンポジウムは，主に北海道大学大学院理学院の

大学院生を中心とし，ウェブサイトの設立など役割の

一部を東京大学の大学院生と分担する運営方針をとり

ました。幹事大学への負担の一極集中を避けるため，

運営における役割分担は重要ですが，他大学の学生で

意見を交わし合いシンポジウムを作り上げて行くため

には，事務局の設立を含めしっかりとした仕組みづく

りが必要です。

また，今年度は遠方より参加される方への渡航援助

は行わず，参加費を出来るだけおさえてシンポジウム

を開催出来るよう努めましたが，参加者の中からは

「渡航援助を頂きたかった」という意見もあり，渡航

援助についてはシンポジウム運営における課題の１つ

であると思います。

上記のような課題はあったものの，シンポジウム全

体を通して多くの参加者の方々の満足度は高く，本シ

ンポジウムは成功であったと感じています。

結びになりましたが，この度は鳥居基金の助成によ

り本シンポジウムの成功を収めることができました。

厚く御礼申し上げます。

●Goldschmidt国際会議２０１１参加報告

２０１１年の第２０回ゴールドシュミット国際会議は，８

月１４日から１９日までの６日間，チェコ共和国の首都プ

ラハで開催されました。この会議はヨーロッパ地球化

学連合（European Association of Geochemistry,

EAG）と米国地球化学会（Geochemical Society,

GS）が主催，日本地球化学会（GSJ）やその他の関

連学会が共催する国際学会で，地球化学関連では最大

の学会です。開催地であるプラハは，神聖ローマ帝国

の首都として，また「プラハの春」などの世界史の舞

台として有名です。学会はプラハの中心部から少し離

れた Prague Congress Centreで開催されました。こ

こからは世界遺産となっている歴史地区やプラハ城を

遠望できました。また，会場の横にはヴィシェフラッ

ト城があり，空き時間に散策することもできました。

この様な欧州の歴史的雰囲気の中で会議は開催されま

した。

今年のゴールドシュミット会議は論文の投稿数が

３，７００件と去年より１，０００件以上も増加しました。参加

人数は大きく増えましたが会場が広いため大きな混雑

もなく，一部の大人気セッションや有名人の発表（廊

下まで人が溢れていた）を除き快適に聴講することが

できました。ポスター会場はやや混雑していました

が，隣接したエリアに十分なスペースが確保されてい

たので議論には支障が無かったように思います。

地球化学的に重要なだけでなく，社会的にも意義の

有るセッションも開催されました。福島第一原子

力発電所事故に関するスペシャルセッション

「Fukushima Review」です。このセッションは，

GSJ，EAG，GSの３学会主催で開催されました。「地

球化学者として何かをしなければならない」そんな意

気込みが感じられたセッションでした。事故の速やか

な収束を願うと共に EAGや GSに謝意を表したいと

思います。日本地球化学会からは海老原会長（首都

写真１ ブースの様子。左角に置いてあるボールペンが
無料配布した日本地球化学会ロゴ入りボールペ
ン。テーブル左に「Fukushima Review」の宣
伝ポスターが貼ってある。
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大），吉田副会長（東工大），山本教授（金沢大），長

尾教授（金沢大），植松教授（東大）（発表順）による

発表がありました。「Fukushima Review」の詳細に

ついては，Godschmidt 2011の home pageをご覧下

さい。このセッションに関連して，大震災に対する３

学会（GSJ，EAG，GS）のジョイントステートメン

トも発表されています。全文は以下の日本地球化学会

のホームページに掲載していますので，よろしければ

ご覧下さい。

http://www.geochem.jp/information/info/110907_

Statement_FukushimaSession.pdf

日本地球化学会では PR活動の一環としてブース展

示を行い，GJの CD-ROMや冊子体を無料で配布し

ました。今年の新しい試みとして，地球化学会のロゴ

が入ったボールペンの配布も行いました。これらの配

布物は好評で，最終日を待たずに全てがなくなりまし

た。ブースには GJに興味を示す研究者，海外の研究

機関に在籍する在外会員，日本に留学経験のある研究

者が訪ねてきてくれました。これら「公式」の役割だ

けでなく，情報交換の場として，また待ち合わせ場所

としてブースは利用され，盛況だった様に思います。

日本地球化学会がゴールドシュミット会議で主催す

る行事に，GJ賞の受賞式があります。今年の受賞論

文は，J. Matsuda, T. Matsumoto & A. Suzuki “He-

lium in old porcelain: The historical variation of the

He isotopic composition in air” Vol. 44, e5-e9

（2010）でした。著者の中で学会に出席した松田会

員（阪大）と松本会員（阪大・IAEA）に海老原会長

から賞が授与されました。心より受賞をお喜び申し上

げます。

来年のゴールドシュミット会議は６月２４日から２９日

までカナダのモントリオールで開催されます。モント

リオールは北米のパリと呼ばれる美しい都市です。是

非参加を検討してみて下さい。日本地球化学会には鳥

居基金という海外派遣の助成制度もあります。基金の

詳細は，http://www.geochem.jp/prize/torii.htmlにあ

りますので，関心のある方はご参考下さい。

（広報幹事・下田玄）

●Workshop on Clumped Isotopes（第一回，第

二回）参加報告

阿部 理（名古屋大学環境学研究科）

森本真紀（名古屋大学環境学研究科）

吉田尚弘（東京工業大学総合理工学研究科）

２０１０年４月に米シアトル，及び２０１１年８月に英ロン

ドンにて開催された clumped isotopeに関する国際会

議に参加したため，ここに会議内容の概要を，

clumped isotopeに関する基礎情報とともに記す。

clumped isotopeとは，二つ以上の少量または微量

の同位体を含む分子の通称で，最も研究が進んでいる

例として１３Cと１８Oの両安定同位体を有す質量数４７の二

酸化炭素が挙げられる（Eiler, 2007）。この分子の厳

密な名称としては，二重置換同位体分子種（doubly

substituted isotopologue）となるのであろうが，よ

り平易な，“一掴みにする”や“群がる”を意味する

“clump”を使った表現が現在では汎用されているこ

とから（Wang et al.（2004）が初出），本報告でも用

いる。clumped isotopeの分析は，上述の二酸化炭素

を例に挙げると，質量数４７の分子（１３C１８O１６O）と，最

頻の質量数４４（１２C１６O２）の分子イオン比の計測が基本

となる。

clumped isotopeの原理の説明として，δ１３C及び

δ１８Oがそれぞれ０‰（前者は PDB標準炭酸塩に対

して，後者は VSMOW標準海水に対して）である海

成の炭酸カルシウムを，２５℃でリン酸分解した場合に

生じる二酸化炭素の clumped isotopeの例を述べる。

この炭酸塩の１３C及び１８O含有率はそれぞれ１．１１，

０．２０４％であり，２５℃でリン酸分解した場合に生じる

二酸化炭素は，δ１３Cについては反応前の炭酸塩と同

じである一方，δ１８Oは１０．２５‰大きくなる（Sharma

and Clayton, 1965）。リン酸分解時には clumped iso-

topeは保存されると仮定すると，単純計算ではこの

二酸化炭素には１３C１８O１６Oが４５．７５２ppm含まれること

写真２ GJ賞授賞式の記念写真。左から，佐野編集委
員長，松本会員，松田会員，海老原会長，Marty
教授（Chair of the organizing committee,
Goldschmidt Conference 2011）。
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になる。しかし，実際に４７／４４比を測定してみると，

より多く含まれている。具体的にはこの炭酸塩が２０℃

及び３０℃で形成された場合，それぞれ０．０３１及び０．０２９

ppmだけ単純計算より過剰に含まれる（Ghosh et al.,

2006）。基本的にはこの差（単純計算と実測値の差と

形成水温の違いによる差）を千分偏差として表記した

ものが，炭酸塩の clumped isotopeである。

水のδ１８Oが一定の下で生成した炭酸塩は，水

温が低くなるほど１８Oが濃集する。Urey（1947）と

Bigeleisen and Mayer（1947）によって理論化され，

McCrea（1950）によって実証されたこの平衡同位体

分別理論は，同じく clumped isotopeにも適用可能で

ある。すなわち低水温ほど１３Cと１８Oの結合度は上が

り，１３C１８O１６Oがより多く含まれるようになる。一方，

高温になるに従い結合度は下がり，約１０００℃以上で完

全に無秩序結合となり，上記の例でいえば４５．７５２

ppmの存在度となる。二酸化炭素の clumped isotope

の指標として定義されるΔ４７は，この無秩序結合時，

すなわちδ１３Cとδ１８Oから計算される４７／４４比に対する

実測の４７／４４比の千分偏差として示され，これは一意

に形成温度によって決まる。

古水温指標として従来用いられてきたδ１８Oと，Δ４７

の違いは水の同位体比に依存するか否かである。前者

が形成時の水温及び水のδ１８Oの二成分で決まるのに

対して，後者は保存されたδ１３Cとδ１８Oから求める計

算値からのずれであり，それは形成水温によってのみ

決定されるため，例えば水のδ１８Oや溶存無機態炭素

のδ１３Cが異なる環境下であっても水温が同一であれ

ば同じΔ４７を有す。

この特徴により，clumped isotopeは水の同位体比

を予測・仮定できない環境，例えば陸成・淡水成炭酸

塩や地質年代の炭酸塩などによる古水温復元の研究を

実施する上でこれまでにないツールとなることが期待

される。

上述のように理論的には６０年以上前から認められて

いる clumped isotopeは２０００年代に入り，カリフォル

ニア工科大学（Caltech）の John Eilerらのグループ

によって分析法，理論計算，古水温曲線の作成等が整

備されて以降活発に研究され，現在の地球化学におけ

る最も先端的なトピックの一つであると言える。

一方，最初に公表された同位体比―水温の関係式の

正確性に対する疑問や標準試料の不在，測定値の標準

化の未整備，Caltechグループによる成果の寡占状

態，など研究が発展するに伴って生じる，解決すべき

諸問題が挙げられてきた。

このような背景を受け，第一回の国際ワークショッ

プが２０１０年４月１５日～１７日の日程で，米ワシントン州

のワシントン大学第四紀研究センター（Quaternary

Research Center）の主催で実施された。日本からは

阿部と吉田が参加した。口頭発表セッション１は

Background & Theoryで３件の発表及び議論，セッ

ション２は Applicationsで４件の発表及び議論，セッ

ション３は Applications and Measurement Tech-

niquesで５件の発表及び議論，セッション４は New

frontiers in measurement techniquesで３件の発表

が行われた。その他ポスター発表が８件あり，１７日に

は分析法全般に関して総合討論（パネルディスカッ

ション）が行われた。

セッション１では，Eilerにより研究背景及びこれ

までの研究概要が示された。その中で，２０１０年４月時

点で公表された論文の約７０％が彼及び彼のグループに

よるものであることの指摘が印象的であった。また，

米 UCLAの Schaubleによる平衡同位体分別の理論

計算，米カーネギー研究所の Guoによる動的同位体

分別の理論計算に関して，それぞれ紹介があった。

応用研究セッション（２及び３の一部）では，陸上

堆積物中の炭酸塩（Huntington（米ワシントン大）

及び Passey（米ジョンズホプキンス大）），鍾乳石

（Daeron（仏 LSCE），大気二酸化炭素（Affek（米

イェール大）及び Yeung（UCLA））を試料とした研

究結果の報告があった。

セッション３では clumped isotope計測を行ってい

る三機関からの現状報告があった。スイス ETHから

は Kiel IV型炭酸塩自動分析装置の改良による，少量

試料で clumped isotopeの自動計測に関する二件の報

告がなされた（Schmid及び Bernasconi）。吉田は現

行で唯一の，小磁場半径質量分析計である Deltaシ

リーズ（XP）による分析精度，大気二酸化炭素，自

動車の排ガス中の二酸化炭素，陸上炭酸塩等これまで

の計測結果を報告した。K. Dennisは米ハーバード大

における現状報告を行った。なお彼らは当回の研究発

表者の中で唯一，二酸化炭素の精製過程でガスクロマ

トグラフィを用いない実験法を採用していた。

セッション４では英 Isoprime社のWheelerと米

Picarro社の van Peltがそれぞれの製品（前者は磁場

型質量分析計，後者は CRD方式レーザー分光計）の

紹介と，clumped isotope計測への応用可能性につい

て説明した。また，英イーストアングリア大の P.
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Dennisは質量分析計のイオン化室における再結合の

可能性について紹介した。

ポスター発表としては，二件の立ち上げ中の分析シ

ステムの紹介（Jourdan（英 Imperial College Lon-

don），Rosenheim（米 Tulane大）），サンゴ（阿部），

貝殻（Vasiliev，東工大），腹足類（Zaarur，イェー

ル大），有孔虫（Tripati, UCLA）に関する結果の報

告があった。また，新たな試みとして bioapatite中

に含まれる炭酸カルシウムの分析について Eagle

（Caltech）による紹介があった。

パネルディスカッションでは，測定の自動化，CO２

ガス精製，続成作用の評価，標準化，レーザー分光分

析の可能性，高分解能質量分析の可能性，について討

論がなされた。特に，Δ４７計測は現状で公的に認めら

れた標準試料が存在しないため，その整備については

喫緊の課題として取り上げられていた。さらに，セッ

ション４で P. Dennisが指摘したように，イオン化室

内での再結合によって値の収縮が生じることはほぼ確

実であるため，水の同位体比分析における SMOW-

SLAPスケールのような検量線による校正法について

議論が重ねられた。その一環として Affekからは，国

内外のいくつかの研究機関で，標準炭酸塩を用いた研

究室間相互校正の結果の一部の紹介があった。また，

Eilerは今回唯一の二酸化炭素以外の clumped iso-

tope分析の試みとして，１８O２（質量数３６）の予察的実

験成果を紹介した。

現在（２０１１年９月時点）でも，Δ４７を水温に換算す

るための calibration lineとしては Ghosh et al.

（2006）によって確立された式（以下，Ghosh Line

とする）が最も用いられている。この式は，calcite

の合成実験結果を基本として，サンゴや貝などの結果

を加えて構築されたものであるが，Affekらによっ

て，Ghosh et al.（2006）で行われた合成実験では cal-

citeは同位体平衡下で沈殿したものではなく，Ghosh

Lineは動的同位体効果の影響を受けているのではな

いか，との指摘があり，calibration lineの再構築の

必要性についても議論があった。これは後述する第二

回のワークショップにおいても継続課題となり，今な

お未解決である。

第一回ワークショップでは全発表件数（２２）のう

ち，分析法が１０件，応用研究９件，理論またはレ

ビュー３件，であり，また分析法全般についてパネル

ディスカッションが別途設けられるなど，全体として

測定に関する報告と議論が多かった。また，参加者の

ほとんどが発表者または共同研究者であったように，

小集会の雰囲気を持ち，この分野を今後活発に盛り上

げていこうという意気込みが随所に感じられた。

続く第二回ワークショップは翌２０１１年８月１０日及び

１１日の日程で，英ロンドンの Imperial College Lon-

donにて開催された。日本からは阿部と森本が参加し

た。第一回ワークショップに対して，今回は全２３の発

表件数のうち，応用研究１６件，分析法５件，理論また

はレビュー２件，となり，復元された古気候の妥当性

に関する議論も見られ，clumped isotopeが実用段階

に移行している印象を強く受けた。また，第一回では

分析システムの紹介を行った研究室が，それを確立し

た上で実試料の計測結果を紹介した例もいくつか見ら

れ，着実に進展している様子も見受けられた。なお，

第一回に比べ，発表件数はほぼ同じであるものの約二

倍の参加者があった。

第二回では１１件の口頭発表，１２件のポスター発表に

加えて，４つの課題別討論セッションが設けられた。

第一回で話題となった，Ghosh Lineの再検討につい

ては Affekが calcite合成の再実験を行い，動的同位

体分別の存在を確認した。ただし，期待される同位体

平衡下での calibration lineと Ghosh Lineの間に有

意差は見られなかった。ETHの Grauelは，地中海

の炭酸塩堆積物のΔ４７とδ１８Oの結果から過去５００年間

の水温及び海水の同位体比の変動を復元し，Ghosh

Lineを用いることにより先行研究と整合性のある結

果を得たことを報告した。一方，K. Dennisは白亜紀

後期の貝化石試料から，北アメリカ内部の当時の古水

温を復元したが，Ghosh Lineを適用すると先行研究

と大きく異なる結果になるため，彼ら自身で作成した

新たな calibration lineを用いて議論を行った。ま

た，Hren（米ミシガン大）及び Snell（Caltech）ら

は彼らの試料のΔ４７から復元された水温の妥当性を調

べるため，前者は他の水温復元指標による検証，後者

は続成変成作用について詳細な確認，等を行った結果

をそれぞれ紹介した。一方で，Millan（ETH）はΔ４７

の変化を利用した炭酸塩のドロマイト化過程に関する

研究成果を発表した。以上のように，地質試料の

clumped isotopeによる水温復元を行う場合，大きく

二つの議論が生じる。一つは calibration lineの妥当

性に関するものであり，汎用されている Ghosh Line

が正しいのかどうか，に関するもの，もう一つは続成

変成作用によるΔ４７の変化の定量評価について，であ

る。後者については，Passeyが試算結果を紹介した
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が，いずれにしてもこれら二点については，今後のさ

らなる研究発展が必要となるであろう。

その他の口頭発表としては，Eilerによる bioapa-

tite中の炭酸カルシウムの clumped isotope分析結果

の紹介，Yeungによる酸素分子中の clumped isotope

（Δ３６及びΔ３５）の分析法の紹介，Lohmann（ミシガ

ン大）による分析システムの紹介，などがあった。ま

た，１２件のポスター発表の中で，新たに二機関による

分析システムの立ち上げ報告（He（米シカゴ大），

Wacker（独フランクフルト大））がなされた。第一回

に比べると，炭酸塩試料での実用研究が進んでいるこ

とが，測定試料の時代の広がり（現在から先カンブリ

ア紀まで）と試料の種類の増加（石灰岩，苦灰岩，鍾

乳石，底生有孔虫，アンモナイト，二枚貝，腹足類，

深海・造礁サンゴ，魚の耳石など）から見られた。

課題別討論セッションとして，

１）標準化（K. Dennis）

２）測定精度（Daeron）

３）続成作用（John（Imperial College London））

４）分析法全般（P. Dennis）

が設けられ，特筆すべき点としては，標準化に関する

討論で，第一回からの発展として，K. Dennisらに

よって確立された多点検量法の提案がなされた。彼ら

によれば，ある温度で水と同位体交換平衡に達した二

酸化炭素はその温度に対応したΔ４７を有すことから，

三点程度の温度でそれぞれ水と同位体平衡にさせた二

酸化炭素，及び１０００℃に加熱することで無秩序分布に

達した二酸化炭素，の四点で検量線を作成し，測定

データの補正を加えることによって，確度の向上が認

められる。実際，米国内の四研究機関で同一試料を測

定したところ，機関毎のばらつきが補正前は０．１１３‰

であったものが，標準化の後は０．００８となり，大きく

改善された。逆に言えば，たとえ一試料の精度がパー

メグ（ppm）オーダーであったとしても，測定装置

毎のばらつきを考慮すると，この標準化作業は今後不

可欠であるとも言える。また，この作業によって，

NBS１９国際標準試料のΔ４７が高確度で求められたこと

も今後にとって重要な進歩であると言える。

測定精度向上に向けた分析手法に関する現時点での

問題点として，リン酸中に残る CO２ガスのメモリー効

果や最適な試料量と繰り返し測定数，CO２ガスの精製

法などについて話し合われた。続成作用については非

気候学的な研究課題，例えば炭酸塩堆積物中の流体含

有物の挙動の解明に向けて，高温での同位体動的効果

を明らかにするために，高温下での炭酸塩合成実験の

必要性などが話し合われた。分析法については，CO２

以外の分子（H２，CH４，O２，SO４２－など）の clumped

isotopeの測定を行うために必要な，より高分解能な

質量分析計の開発経過について Eilerが紹介した。

第二回ワークショップでの最大の成果は，第一回で

課題となった標準化について一定の解決法が提示され

たことであろう。一方，calibration lineについては

未解決のままであった。いずれもほぼ米国内，さらに

言えば Caltech関係者による成果であり，外部研究

者による成果のインプットが必要な状況であることは

第一回から何ら変わっていない。我が国では現在東工

大の一研究室でのみ計測可能，という現状であり，今

後の新規参入が大いに望まれる。なお，第三回は２０１２

年に米ハーバード大にて開催される予定である。
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●日本地球惑星科学連合２０１２年大会のお知らせ

日本地球惑星科学連合大会は，地球・惑星・宇宙科

学に関連する４８の学術協会が開催する国内最大規模の

地球科学の学会です。是非参加を検討してみて下さい。

会期：２０１２年５月２０日�～２５日� ６日間

会場：幕張メッセ国際会議場（千葉市美浜区）

詳細は大会ホームページ http://www.jpgu.org/

meeting/index.htmをご覧下さい。

〈主な日程〉

２０１１年

１２月２１日 開催セッション web公開

２０１２年

１月１１日 投稿・参加登録開始

２月３日 投稿早期締切（～２４：００）

２月１７日 投稿最終締切（～１２：００）

３月１６日 セッションプログラム公開

４月上旬（日程未定）発表プログラム公開

５月上旬（日程未定）予稿公開

５月２０～２５日 日本地球惑星連合２０１２大会開催

（広報幹事・下田玄）

●Goldschmidt国際会議２０１２のお知らせ

Goldschmidt国際会議は，６月２４日から２９日にカ

ナダのモントリオールで開催されます。この国際会議

は，地球化学に関連する多くの分野を網羅しており，

最新の成果について活発な議論がなされます。また，

セレモニーでは，Geochemical Journal賞の授与式も

行われます。詳細は Goldschmidt会議のホームペー

ジを（http://www.goldschmidt2012.org/）を参照下

さい。

〈主な日程〉

２０１１年

１１月３０日 開催セッション決定

１２月１日 要旨投稿受付開始

２０１２年

１月１６日 参加登録開始

２月１日 要旨投稿終了

４月２０日 早期参加登録終了

６月２４～２９日 Goldschmidt国際会議２０１２開催

（広報幹事・下田玄）

院生による研究室紹介 No．２２

名古屋大学年代測定総合研究センター

第２２回の「院生による研究室紹介」は，名古屋大学

大学院環境学研究科地球環境科学専攻地球史学講座博

士課程１年の城森が，名古屋大学年代測定総合研究セ

ンターからお届けいたします。現在当センターには，

中村俊夫教授（センター長），鈴木和博教授，南雅代

准教授，加藤丈典准教授，小田寛貴助教，田中剛名誉

教授（招聘教員），研究員２名，技術補佐員４名，事

務補佐員２名，そして学生８名（博士課程２名，修士

課程４名，学部生２名）が所属しています（写真１）。

センターの先生方は環境学研究科地球環境科学専攻の

協力教員として協力講座「地球史学講座」を構成し，

大学院講義を担当するとともに理学部地球惑星科学科

の講義も担当されています。したがって，センターに

は，環境学研究科に所属している大学院生と，理学部

地球惑星科学科に所属する学部４年生が混在するとい

う，少し複雑な構成になっています。数年前まで，セ

ンターの学生は２，３名というのが通例だったのです

が，ここ１，２年は学生の数に恵まれ，活気のある状

況が続いています。また，現在６名の大学院生のうち

５名は他大学からの入学者で，生粋の名大生が少ない

というのが，当センターの特徴です。
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ところで年代測定という言葉を聞いて，みなさんは

何を思い浮かべるでしょうか。一般の方ならば，考古

資料の年代測定を思い浮かべる人が多いと思います。

地球化学分野の方ならば，岩石・鉱物，堆積物コアの

年代測定を思い浮かべる方が多いかもしれません。当

センターは，これらの年代測定をタンデトロン年代測

定分野（中村・南・小田）と新年代研究開発分野（鈴

木・加藤）の２本柱によって推進している研究施設で

す。では実際どのような研究が行われているかをご紹

介いたします。

タンデトロングループでは，その名のとおりタンデ

トロン型加速器質量分析装置（写真２）を用いた１４C

年代測定研究が主として行われています。測定する試

料としては，遺跡から出土した木材，炭化物，骨また

は古文書などの考古遺物や，堆積物，貝化石，海水，

地下水，隕石などの地球科学的試料など非常に多岐に

わたり，先生をはじめ学生たちの研究でもさまざまな

試料を扱っています。現在，学生が取り組んでいる

テーマは，古人骨や鉄製遺物中の１４C年代測定，屋久

杉の年輪の１４C濃度測定などがあります。またこれま

での研究としては，遺跡から出土した漆の１４C年代測

定，環状木柱列遺構の１４C年代解析，カマン・カレホ

ユック（トルコ）の出土炭化樹木を基にした１４C編年

などが挙げられます。当センターは加速器質量分析装

置を所有しているため，試料調製から測定までを各個

人が一連の流れとして行うことができます。これは大

きな特色と言うことができるでしょう。また最近で

は，より微少量炭素での測定を可能にするための１４C

試料調製システムが組まれ，現在実用化に向けて準備

が進んでいます。この他，Ge半導体�線検出器を用
いた２１０Pbや１３７Csの研究，表面電離型質量分析装置

（Sector５４）を用いた Sr同位体比の研究も積極的に

推進しており，現在筆者は，全国規模で地質の Sr同

位体比分布を明らかにすることを目指し，河川堆積物

試料を用いた同位体比地球化学図に取り組んでいま

す。

写真１ 名古屋大学年代測定総合研究センターのメンバー（後列左から２人目から中村教
授，加藤准教授，鈴木教授，南准教授，後列右端が筆者，右上が小田助教）

写真２ タンデトロン型加速器質量分析計（導入されて
１５年近く経ちますがまだまだ現役で，ばりばり
働いています）
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続いて CHIMEグループについてですが，そもそ

も CHIMEというのは Chemical Th-U-total Pb iso-

chron methodの略称で，CHIME年代測定法は，電

子プローブマイクロアナライザー（EPMA，写真３）

を用いて鉱物粒子の微少部分に少量含まれるウラン・

トリウム・鉛を正確に定量分析し，高分解能で鉱物の

形成年代史を決定する，名古屋大学で開発された地質

年代測定法です。主に，ジルコン，モナズ石（モナザ

イト），ゼノタイムなどの副成分鉱物を対象として測

定を行います。この測定法の特徴としては，電子線の

ビーム径が数μmと非常に小さいため，鉱物内の累帯

構造の層ごとにビームを当てることができるところで

あり，ビーム径が大きいために複数の層を一度に測っ

てしまうことになる他の測定機器と一線を画すところ

となっています。また最近ではビーム径をさらに縮小

してより微小領域の測定を可能にするシステムの開発

も行われています。

このように異なる分野の二つのグループが集まり，

研究を行っているというのが年代測定総合研究セン

ターの特徴と言うことができます。しかし「年代測

定」総合研究センターといっても，筆者のように，Sr

同位体比を用いた環境動態の研究や，大気エアロゾル

中の１４C濃度の研究など，年代測定に限ったテーマを

扱う人ばかりがいるというわけでもありません。また

学内共同利用施設という性質上，文系，理系を問わず

さまざまな分野の学生や研究者が学内からはもちろ

ん，学外，国外からも当センターを利用しにやってく

ることが多く，それぞれが互いに交流しつつ，分野や

所属の枠を超えた文理融合研究に取り組んでいます。

センターの日常としては，週１回セミナーが開かれ

ており，学生や教員が集合して発表者の研究内容や方

向性が議論される場となっています（写真４）。学生

だけでなく，先生や研究員の方にも発表をしていただ

くため，今取り組んでいるテーマは何かという情報交

換の場でもあります。

また，年に２度ほどセンター施設公開の場があり，

その際にはセンター所属者が総動員で，見学に来られ

た方に装置の説明をしつつ案内をするということを

行っています（写真５）。特に大学祭での施設公開は

学外の学生だけでなく一般の方の参加も非常に多く，

年代測定に対する興味の高さが伺える機会であるとと

もに，学生にとっては装置の説明をすることによって

自分の知らなかった知識が逆に増えていくという格好

の学習の機会（？）ともなっています。

当センターでは，昨年度と今年度にかけて日本地球

化学会での受賞者があるという喜ばしい事が続いてい

ます。昨年度は，鈴木和博教授が学会賞を，今年度は

中村俊夫教授が功労賞を受賞されました。お二人とも

長年の研究があってこその受賞です。我々学生も先生

方のすばらしい研究成果に続くことができるよう努力

写真３ CHIME年代測定装置（累計稼働時間は５万時
間に近づいています）

写真４ タンデトロングループセミナーの様子

写真５ 当センターにおける施設公開の様子
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していかなければならないと感じています。

簡単ではありますが，以上で名古屋大学年代測定総

合研究センターの紹介を終わらせていただきます。そ

のほかの詳しい内容はホームページにも載っておりま

すので，ご興味を持たれた方は是非ご覧ください

（http://www.nendai.nagoya-u.ac.jp/ja/）。

（名古屋大学大学院環境学研究科地球環境科学専攻地

球史学講座博士課程１年・城森由佳）

書 評

「福島原発大事故 土壌と農作物の放射性核種汚染」

著者：浅見輝男

出版社：アグネ技術センター，A５判，１２８ページ

２０１１年８月３０日発行，２，０００円＋税

ISBN９７８―４―９０１４９６―６１―２ C３０５１

本書は，６００ページを超える大書『データで示す―

日本土壌の有害金属汚染』と同じ著者による。放射性

核種について調査や研究をしたことのない著者がこの

本を著したのは，著者が“血が騒いだ”からとある

が，重金属土壌汚染事例集の完成書とした書かれた前

書が，今回の重大事故に対してほとんど通用しないこ

とを機に，著者の‘補完したい’という強い思いが感

じられる。従って，本書は，前書の放射性核種汚染土

壌のための別冊としての位置づけが最も適切であろ

う。本書は，三つの章から構成されている。Ⅰ．福島

第一原発大事故の経緯と放射性物質の排出，Ⅱ．大気

圏内核爆発実験による日本の土壌・作物汚染，Ⅲ．

チェルノブイリ原発事故の環境影響。前書と同様，事

例のデータと関連する日本政府の動きに関する記述が

中心となっている。

私が最も興味をそそられたのはⅡ章で紹介されてい

る，１９６０年代に各国の核爆発実験で放出されたセシウ

ム，ストロンチウムの我が国の土壌における濃度の推

移についてのデータである。これらのデータは，我が

国において今回の原発事故による放射性核種の汚染が

どの程度の期間続くかはっきりと示している。何もし

なければ，土壌中のセシウムの濃度が半分になるのに

２０年もかかるのである。一方，生産される米の場合に

は同じ２０年でほぼ１０分の１になっている。土壌の化学

がいかに重要か，読み取れる。

本書を読みながら，放射性核種のデータについて整

理の難しさが感じられた。特にⅠ章においては，事故

に対応して急遽各所から報告された，条件の揃ってい

ないデータを紹介している。これらをまとめ，比較す

るという作業は，この事故の影響を評価するために，

今後多くの科学者にもとめられる作業といえる。本書

はその最初の試みかもしれない。

（九州大学理学研究院・赤木右）
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地球化学に関連した研究集会，書評，研究機関の紹介などの原稿をお待ちしております。編集の都合上，
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